
「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

一

　

は　

じ　

め　

に

一　

徳
川
美
術
館
蔵
の
「
張
成
造
」
銘
作
品

二　

文
献
上
で
の
張
成
の
評
価

　
（
一
）　

中
国
の
文
献
に
見
る
張
成

　
（
二
）　

日
本
の
文
献
に
見
る
張
成（
以
上
、
本
輯
）

（
以
下
、
次
輯
以
降
に
予
定
）

三　
「
張
成
造
」
銘
の
あ
り
方

四　

道
具
帳
に
見
る
張
成
作
品

　

お　

わ　

り　

に

は　

じ　

め　

に

本
稿
で
検
討
の
対
象
と
す
る
彫
漆
と
は
、
器
物
の
表
面
に
漆
を
何
度
も
塗
り
重
ね
て

層
を
作
り
、
そ
こ
に
文
様
を
彫
り
表
す
漆
芸
技
法
の
現
代
的
な
総
称
を
指
す
。
南
宋
時

代
に
そ
の
技
術
が
確
立
し
、
元
時
代
か
ら
清
時
代
を
経
て
、
数
多
く
製
作
さ
れ
た
。
彫

漆
作
品
の
み
な
ら
ず
漆
工
品
の
研
究
で
は
、
近
年
の
科
学
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
用
い

ら
れ
て
い
る
材
料
の
成
分
分
析
や
、
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
な
ど
を
用
い
た
科
学
分
析
に

よ
る
内
部
構
造
を
検
討
す
る
研
究
で
デ
ー
タ
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
科
学
分
析
を
用
い

た
調
査
は
製
作
年
代
や
製
作
工
程
に
つ
い
て
の
有
効
な
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
る
一
方
、
こ

れ
ら
は
作
品
を
中
心
と
し
た
調
査
や
文
献
史
料
か
ら
の
分
析
を
補
強
す
る
た
め
の
手
段

の
一
つ
で
あ
る
。
現
存
作
例
と
文
献
史
料
と
の
双
方
か
ら
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
第

一
義
で
あ
る
が
、
彫
漆
の
研
究
課
題
は
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
現
存
作
例
と
文
献

史
料
と
を
網
羅
的
に
蒐
集
し
た
『
彫
漆
』
で
荒
川
浩
和
氏
は
彫
漆
作
品
の
研
究
に
つ
い

て
八
点
の
課
題
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
作
品
の
検
討
の

必
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
張
成
と
は
、
元
時
代
の
人
物
で
、
彫
漆
の
名
手
で
あ
っ
た

と
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
彫
漆
の
名
手
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
張
成
の
作
品
に
つ

い
て
個
別
具
体
的
に
検
討
さ
れ
た
と
は
言
い
が
た
く
、
こ
の
通
説
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ

れ
る
形
で
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
荒
川
氏
の
指
摘
を
も
と
に
、
徳
川
美
術
館
が

所
蔵
す
る
「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
現
存
作
例
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
検
討
す
べ
き
課
題

と
し
て
次
の
三
点
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

板
　
谷
　
寿
　
美



「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

二

第
一
点
目
は
張
成
の
作
風
の
問
題
で
あ
る
。
張
成
の
彫
漆
作
品
の
特
徴
を
記
し
た

『
格
古
要
論
』
で
は
「
朱
薄
而
不
堅
者
多
浮
起
」
と
あ
り
、『
清
秘
藏
』
で
も
「
第
用
朱

不
厚
間
多
敲
裂
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
漆
の
積
層
が
薄
く
、
亀
裂
も
多
い
旨
を
記

す
。
し
か
し
現
存
す
る
「
張
成
造
」
銘
の
あ
る
作
品
は
、
漆
の
積
層
は
必
ず
し
も
薄
い

よ
う
に
は
見
え
ず
、
亀
裂
や
断
文
が
少
な
い
場
合
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
記

述
と
は
一
致
し
な
い
作
品
も
多
い
。
第
二
点
目
は
「
張
成
造
」
銘
の
針
書
の
問
題
で
あ

る
。「
張
成
造
」
銘
は
基
本
的
に
針
書
で
記
さ
れ
る
が
、
複
数
の
筆
跡
が
存
在
す
る
。

偽
銘
も
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
筆
跡
に
つ
い
て
『
彫
漆
』
内
で
は
画
像
紹
介
に
留
ま
る
。

銘
の
真
贋
を
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
共
通
点
や
特
徴
を
見
出
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
第
三
点
目
は
張
成
の
彫
漆
作
品
の
受
容
の
問
題
で
あ

る
。
彫
漆
作
品
を
製
作
す
る
名
手
と
さ
れ
る
張
成
の
作
品
は
将
軍
家
・
大
名
家
で
の
御

飾
り
や
茶
の
湯
な
ど
、
日
本
の
唐
物
数
寄
の
世
界
で
珍
重
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る

も
の
の
、
具
体
的
な
受
容
に
つ
い
て
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
作
品
の
基
準
作
が
現
状
確
認
で
き
な
い
中
、
右
の
三
点
の
課

題
に
十
分
に
応
え
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
徳
川
美
術
館
が
所
蔵
す

る
「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
作
品
の
検
討
と
江
戸
時
代
に
用
い
ら
れ
て
い
た
道
具
帳
の
記

述
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
右
の
課
題
を
解
明
す
る
た
め
の
手
が
か
り
と
し
た
い
と

考
え
る
。一　

徳
川
美
術
館
蔵
の
「
張
成
造
」
銘
作
品

徳
川
美
術
館
は
彫
漆
作
品
を
多
く
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
張
成
造
」
銘
あ
る

い
は
そ
れ
に
準
ず
る
銘
の
入
っ
た
作
品
が
計
二
十
二
点
存
在
す
る
。
内
訳
は
盆
十
点
・

香
合
七
点
・
天
目
台
二
点
・
食
籠
一
点
・
印
籠
一
点
・
香
炉
台
一
点
で
あ
る
。
こ
こ
で

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

は
器
種
別
に
概
要
を
紹
介
す
る
。
作
品
名
は
便
宜
上
、
現
在
徳
川
美
術
館
で
使
用
し
て

い
る
名
称
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
。
各
作
品
は
器
種
ご
と
に
徳
川
美
術
館
で
現
在
用
い
て

い
る
作
品
番
号
順
に
並
べ
た
。
時
代
・
世
紀
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
徳
川
美
術
館
で

比
定
さ
れ
て
き
た
年
代
を
付
し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
「
張
成
造
」
銘
の
入
っ
た
作
品
の

製
作
年
代
を
今
後
検
討
し
て
い
く
上
で
の
参
考
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

凡
例

・
丸
括
弧
内
の
「
盆
〇
」
な
ど
の
表
記
は
作
品
番
号
で
あ
る
。

・『
彫
』
は
徳
川
美
術
館
・
根
津
美
術
館
編
『
彫
漆　

う
る
し
の
レ
リ
ー
フ
』（
徳
川

美
術
館
・
根
津
美
術
館
、
一
九
八
四
年
）の
図
版
番
号
を
示
す
。

・『
唐
』
は
徳
川
美
術
館
編
『
徳
川
美
術
館
名
品
集
②　

唐
物
漆
器
―
中
国
・
朝
鮮
・

琉
球
―
』（
徳
川
美
術
館
、
一
九
九
七
年
）の
図
版
番
号
を
示
す
。

・
箱
書
な
ど
の
墨
書
で
改
行
が
あ
る
場
合
に
は
「
／
」
で
記
す
。

・
以
下
、
左
に
取
り
上
げ
る
二
十
二
点
の
作
品
を
本
文
中
で
示
す
場
合
に
は
①
～
㉒

の
番
号
で
記
載
す
る
。

【
盆
】

①
堆
朱
牡
丹
文
盆　

彫
銘｢

張
成
造｣

（
盆
3
。『
彫
』
№
3
、『
唐
』
№
38
）

元
時
代
・
十
四
世
紀

高
三
・
二
糎
、
径
二
七
・
〇
糎
、
高
台
径
二
一
・
一
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
堆
朱
大
盆　

張
成
造
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
1
「（
黒
文
円
印
「
納
」）九
番
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
2
「「（

朱
字
）

天
／
盆
」
六
号
」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
朱
漆
を
重
ね
、
黒
漆
層
を
一
筋
挟
み
、
朱
漆
を
積
層
す
る
。



「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

三

漆
の
積
層
は
厚
く
、
直
角
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
見
込
に
牡
丹
が
彫
り
表
さ
れ
る
。

文
様
は
彫
り
の
深
さ
を
変
え
た
、
い
わ
ゆ
る
二
重
彫
り
と
し
て
お
り
、
立
体
的
に
入
り

組
ん
だ
意
匠
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
裏
面
は
屈
輪
唐
草
文
で
あ
る
。

黒
漆
塗
の
高
台
内
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
一
糎
。

銘
の
ほ
か
、
底
裏
中
央
に
は
朱
漆
で
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
で
使
用
さ
れ
て
い
た
パ
ス
パ
文

字
が
記
さ
れ
る
。
高
台
内
の
黒
漆
は
濃
い
茶
色
を
呈
し
て
お
り
、
表
面
に
は
気
泡
が
多

く
見
ら
れ
る
。

②
堆
朱
菊
椿
梔
子
桃
文
盆　

彫
銘｢
張
成
造｣　

 

朱
漆
印｢

頴
川
東
房｣

（
盆
5
。『
唐
』

№
46
）

明
時
代
・
十
五
世
紀

高
二
・
九
糎
、
径
一
四
・
八
糎
、
高
台
径
九
・
三
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
堆
朱
唐
花
彫
／
御
丸
盆
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
「「（

朱
字
）

天
／
盆
」
四
拾
八
号（
朱
文
円
印
「
良
順
」）」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
朱
漆
を
積
層
す
る
。
く
す
み
の
あ
る
濃
い
朱
色
を
呈
す
る
。

漆
の
積
層
が
厚
く
な
い
た
め
彫
り
は
浅
い
が
、
直
角
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
見
込
は

菊
を
中
心
に
配
し
、
そ
の
周
囲
に
梔
子
・
牡
丹
・
芍
薬
・
桃
の
花
が
一
輪
ず
つ
彫
り
表

さ
れ
る
。
裏
面
も
同
種
の
花
が
表
さ
れ
る
。

黒
漆
塗
の
高
台
内
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
一
糎
。

銘
に
朱
漆
を
摺
り
込
ん
だ
よ
う
な
痕
跡
が
あ
る
。
銘
の
ほ
か
、
高
台
内
の
中
央
に
は
朱

漆
印
「
頴
川
東
房
」
が
あ
る
。

③
堆
朱
松
竹
梅
人
物
図
輪
花
形
盆　

彫
銘｢

張
成
造｣

（
盆
12
。『
唐
』
№
99
）

明
時
代
・
十
五
世
紀

高
三
・
二
糎
、
縦
一
七
・
九
糎
、
横
一
八
・
九
糎
、
高
台
径
一
四
・
二
糎

外
箱
蓋
表
墨
書
「
堆
朱
盆
／
花
形
松
竹
梅
人
物
彫
」

外
箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
1
「（
黒
文
円
印
「
納
」）四
拾
七
番
」

外
箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
2
「「（

朱
字
）

天
／
盆
」
卅
四
号（
朱
文
円
印
「
良
順
」）」

内
箱
蓋
表
墨
書
「
上
／
堆
朱　

張
成
作
／
花
形
御
盆
／
「（

朱
字
）

ぬ
」
三
」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
朱
の
間
に
黒
漆
層
を
一
筋
挟
む
。
層
は
厚
く
、
直
角
に
彫
り

込
ま
れ
て
い
る
。
見
込
に
は
松
と
竹
の
下
で
琴
を
弾
く
人
物
と
そ
の
従
者
を
表
し（
松

下
撫
琴
図
）、
鍔
に
梅
花
を
、
縁
に
花
菱
七
宝
繋
文
を
彫
り
表
す
。
盆
が
七
稜
花
形
で
あ

る
た
め
、
裏
面
は
梔
子
・
芙
蓉
・
芍
薬
・
黄
蜀
葵
・
菊
・
薔
薇
・
牡
丹
の
計
七
種
の
花

を
一
輪
ず
つ
彫
り
表
す
。
な
お
、
見
込
の
一
部
に
は
、
不
自
然
な
盛
り
上
が
り
が
あ

る
。
菱
形
の
中
に
卍
字
の
意
匠
を
地
に
し
て
い
る
箇
所
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
下
に

花
菱
七
宝
繋
文
の
一
部
の
よ
う
な
幾
何
学
模
様
が
確
認
で
き
る（
挿
図
１
）。
表
面
に
朱

漆
が
何
層
か
塗
り
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
も
と
も
と
あ
っ
た
地
の
上
に
、
漆
下
地
の
よ
う

な
も
の
で
盛
り
上
げ
、
そ
こ
に
文
様
を
彫
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
堆
錦
の
よ
う

に
文
様
を
彫
っ
た
も
の
を
貼
り
付
け
た
の

だ
ろ
う
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
後
世
の
手
が

加
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。

黒
漆
塗
の
高
台
内
に
針
書
で
「
張　

成

造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
六

糎
。「
張
」
と
「
成
」
の
間
に
不
自
然
に

〇
・
三
糎
程
度
の
空
白
が
あ
る
。
高
台
内

の
黒
漆
は
後
世
の
塗
り
直
し
と
考
え
ら
れ

る
。

挿図1



「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

四

④
堆
朱
芙
蓉
鳥
文
盆　

彫
銘｢

張
成
造｣

（
盆
22
。『
彫
』
№
49
、『
唐
』
№
23
）

明
時
代
・
十
五
世
紀

高
四
・
一
糎
、
径
三
二
・
三
糎
、
高
台
径
二
四
・
九
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
堆
朱
花
鳥
彫
丸
盆
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
1
「（
黒
文
円
印
「
納
」）三
十
九
番
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
2
「「（

朱
字
）

天
／
盆
」
卅
号（
朱
文
円
印
「
良
順
」）」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
朱
漆
を
重
ね
、
黒
漆
層
を
一
筋
挟
み
、
朱
漆
を
積
層
す
る
。

漆
の
積
層
は
厚
く
、
直
角
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
見
込
に
は
二
羽
の
綬
鶏
と
芙
蓉

を
、
裏
面
は
芙
蓉
を
彫
り
表
す
。
綬
鶏
の
羽
毛
に
線
彫
り
が
施
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ

が
、
現
在
は
大
部
分
が
摩
滅
し
て
い
る
。

黒
漆
塗
の
高
台
内
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
九
糎
。

高
台
内
の
黒
漆
は
茶
色
を
呈
し
て
い
る
。
高
台
周
囲
の
朱
漆
お
よ
び
高
台
内
の
黒
漆
は

後
世
の
塗
り
直
し
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
堆
朱
蓮
唐
草
文
盆　

 

彫
銘｢

張
成
造｣

（
盆
29
。『
唐
』
№
40
）

元
～
明
時
代
・
十
四
～
十
五
世
紀

高
二
・
四
糎
、
径
一
六
・
八
糎
、
高
台
径
一
二
・
三
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
堆
朱
蔓
牡
丹
彫
／
御
丸
盆
」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
朱
漆
を
重
ね
、
黒
漆
層
を
一
筋
挟
み
、
朱
漆
を
積
層
す
る
。

漆
の
積
層
は
厚
く
、
直
角
に
彫
り
込
ま
れ
る
が
角
は
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。
た
だ
し
後

補
の
箇
所
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
下
地
と
思
わ
れ
る
灰
色
が
か
っ
た
箇
所
が
朱
漆
の

下
か
ら
見
え
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
後
補
の
際
に
は
下
地
で
盛
り
上
げ
て
か
ら
上
に
朱

漆
を
塗
り
重
ね
た
可
能
性
も
あ
る
。
見
込
に
は
牡
丹
唐
草
文
が
、
裏
面
に
は
屈
輪
唐
草

文
が
彫
り
表
さ
れ
る
。

黒
漆
塗
の
高
台
内
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
二
糎
。

高
台
内
に
は
細
か
な
断
文
が
多
く
入
っ
て
い
る
。

⑥
堆
朱
梔
子
連
雀
文
盆　

 

彫
銘｢

張
成
造｣　

朱
漆
印｢

頴
川
東
房｣

（
盆
34
。『
彫
』
№

38
、『
唐
』
№
20
）

元
時
代
・
十
四
世
紀

高
四
・
二
糎
、
径
三
二
・
一
糎
、
高
台
径
二
五
・
九
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
剔
紅
御
盆　

大
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
1
「（
黒
文
円
印
「
納
」）十
壱
番
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
2
「「（

朱
字
）

天
／
盆
」
九
号（
朱
文
円
印
「
良
順
」）」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
朱
漆
を
重
ね
、
黒
漆
層
を
一
筋
挟
み
、
朱
漆
を
積
層
す
る
。

彫
り
が
深
く
、
角
が
比
較
的
立
っ
て
い
る
が
、
彫
り
目
は
斜
め
に
な
っ
て
い
る
。
見
込

に
は
二
羽
の
連
雀（
太
平
雀
）と
梔
子
、
裏
面
に
は
屈
輪
唐
草
文
が
彫
り
表
さ
れ
る
。
連

雀
の
羽
毛
や
花
弁
に
は
細
か
な
線
彫
り
が
施
さ
れ
る
。

黒
漆
塗
の
高
台
内
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
四
糎
。

銘
の
ほ
か
、
底
裏
中
央
に
は
朱
漆
印
「
頴
川
東
房
」
が
あ
る
。
見
込
の
意
匠
が
花
鳥
、

裏
面
が
屈
輪
唐
草
文
で
、
彫
銘｢

張
成
造｣

と
朱
漆
印｢

頴
川
東
房｣

の
双
方
を
持
つ

類
品
と
し
て
「
張
成
款
雕
漆
剔
紅
綬
帯
秋
葵
紋
盤
」（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
）が
あ

る
。
た
だ
し
花
鳥
は
⑥
と
は
異
な
り
、
花
は
黄
蜀
葵
、
鳥
は
綬
帯
鳥
で
あ
る
。
朱
漆
印

｢
頴
川
東
房｣

は
同
一
と
み
ら
れ
る
が
、
彫
銘｢

張
成
造｣

の
筆
跡
は
異
な
っ
て
い
る
。

⑦
梔
子
鳥
文
堆
朱
盆　

彫
銘｢

張
成
造｣

（
盆
38
。『
彫
』
№
39
、『
唐
』
№
21
）

元
時
代
・
十
四
世
紀

高
三
・
六
糎
、
径
二
七
・
二
糎
、
高
台
径
二
一
・
七
糎

（
8
）



「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

五

箱
蓋
表
墨
書
「
堆
朱
花
鳥
彫
中
丸
盆
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
1
「
張
成
作
／
堆
朱
花
鳥
彫
盆
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
2
「（
黒
文
円
印
「
納
」）六
十
六
番
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
3
「「（

朱
字
）

天
／
盆
」
四
拾
六
号（
朱
文
円
印
「
良
順
」）」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
朱
漆
を
重
ね
、
黒
漆
層
を
一
筋
挟
み
、
朱
漆
を
積
層
す
る
。

漆
層
は
厚
く
、
直
角
に
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
。
見
込
の
意
匠
は
二
羽
の
五
色
鸚
鵡（
ズ

グ
ロ
ゴ
シ
キ
イ
ン
コ
）と
梔
子
が
彫
り
表
さ
れ
る
。
羽
毛
を
表
現
す
る
た
め
に
、
非
常
に

細
か
な
線
彫
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
裏
面
に
は
屈
輪
唐
草
文
が
彫
り
表
さ
れ
る
。

黒
漆
塗
の
高
台
内
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
二
糎
。

⑧
堆
黒
独
釣
図
盆　

彫
銘｢

張
成｣

（
盆
1031
。『
彫
』
№
147
、『
唐
』
№
114
）

明
時
代
・
十
六
～
十
七
世
紀

高
二
・
七
糎
、
径
一
八
・
〇
糎
、
高
台
径
一
四
・
〇
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
ぬ
四
／
堆
烏
八
角
御
盆
／
人
之
絵
上
／
一
番　

張
成
作
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
1
「（
黒
文
円
印
「
納
」）五
拾
番
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
2
「「（

朱
字
）

六
番
」
／
拾
二
番
／
「（

朱
字
）

改
」」

箱
蓋
裏
貼
紙
朱
書
「
上
七
号
」

最
下
層
を
朱
漆
と
し
、
黒
漆
を
積
層
す
る
。
漆
の
積
層
は
厚
く
な
い
た
め
、
彫
り
は

浅
い
。
見
込
に
は
長
い
あ
ご
ひ
げ
を
生
や
す
男
性
の
老
人
が
岸
辺
で
釣
り
を
し
て
い
る

様
子
を
彫
り
表
す
。
太
公
望
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
竹
の
葉
の
部
分
は
か
な
り
削
れ
て
漆
の
艶
が
失
わ
れ
て
い
る
箇
所
が
多
い
。

竹
の
葉
は
表
さ
れ
る
も
の
の
稈
は
な
く
、
地
面
か
ら
伸
び
る
樹
木
の
幹
の
上
部
は
全
く

葉
が
な
く
、
幹
の
中
程
に
幹
の
細
さ
と
は
不
釣
り
合
い
な
大
き
な
葉
が
無
造
作
に
表
さ

れ
て
い
て
、
意
匠
の
構
成
と
し
て
は
不
自
然
で
あ
る
。
鍔
に
は
芍
薬
・
桃
・
牡
丹
・
菊

の
花
が
対
角
線
上
に
彫
り
表
さ
れ
る
。
裏
面
は
屈
輪
唐
草
文
が
表
さ
れ
る
。

黒
漆
塗
の
高
台
内
に
針
書
で
「
張
成
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
〇
・
九
糎
。

⑨
堆
朱
牡
丹
尾
長
鳥
文
盆　

彫
銘 ｢

張
成
造｣

（
食
籠
1
─

2
。『
彫
』
№
52
、『
唐
』
№
24
）

明
時
代
・
十
五
世
紀

高
五
・
三
糎
、
径
五
〇
・
三
糎
、
高
台
径
四
一
・
三
糎

外
箱
蓋
表
墨
書
「
堆
朱
楼
閣
人
物
彫
／
御
食
籠
」

外
箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
1
「「（

朱
字
）

天
／
食
籠
」
十
二
号
下
」

外
箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
2
「（
黒
文
円
印
「
納
」）廿
番
下
」

内
箱
蓋
表
墨
書
「
七
番
之
／
と
三
／
堆
朱
御
食
籠
ニ
添
／
堆
朱
御
盆
／
張
成
造
」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
朱
漆
を
重
ね
、
黒
漆
層
を
一
筋
挟
み
、
朱
漆
を
積
層
す
る
。

漆
の
積
層
が
厚
く
な
い
た
め
彫
り
は
浅
い
。
垂
直
に
彫
り
込
ん
で
い
る
も
の
の
、
角
は

や
や
丸
み
を
帯
び
る
。
見
込
は
二
羽
の
尾
長
鳥
を
配
す
る
。
ま
た
彫
り
表
さ
れ
た
植
物

は
、
葉
に
切
れ
込
み
が
な
い
箇
所
も
あ
り
、
芍
薬
と
も
取
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は

牡
丹
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
面
に
も
牡
丹
が
彫
り
表
さ
れ
る
。

黒
漆
塗
の
高
台
内
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
二
糎
。

な
お
、
こ
の
作
品
は
後
述
の
⑳
に
附
属
す
る
。

⑩
堆
朱
愛
蓮
図
盆　

彫
銘
「
張
成
造
」（
食
籠
3
─

2
。『
彫
』
№
133
、『
唐
』
№
110
）

明
時
代
・
十
六
～
十
七
世
紀

高
三
・
〇
糎
、
径
一
七
・
六
糎
、
高
台
径
一
三
・
〇
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
堆
朱
／
印
篭
御
食
籠
／
堆
朱
御
盆
共
／
張
成
造
／
十
三
番
之
下
之
上

／
わ
四
拾
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
1
「（
黒
文
円
印
「
納
」）十
番
」



「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

六

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
2
「「（

朱
字
）

天
／
食
籠
」
七
号（
朱
文
円
印
「
良
順
」）」

最
下
層
よ
り
朱
漆
を
重
ね
、
黒
漆
層
を
二
筋
挟
み
、
朱
漆
を
積
層
す
る
。
黒
漆
層
の

一
本
は
地
付
近
に
、
も
う
一
本
は
最
上
層
付
近
に
あ
る
。
垂
直
に
深
く
彫
り
込
ま
れ
る

が
、
角
は
や
や
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。
見
込
の
意
匠
は
楼
閣
人
物
図
で
、
鍔
に
は
霊
芝

文
が
施
さ
れ
る
。
裏
面
に
は
屈
輪
唐
草
文
が
彫
ら
れ
る
。
裏
面
の
漆
層
の
中
に
も
黒
漆

層
が
二
筋
あ
る
。
後
世
の
修
補
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
黒
漆
層
の
中
で
は
な

く
黒
い
筋
を
上
か
ら
描
い
た
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
、
意
図
的
に
黒
い
筋
を
強
調
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
屈
輪
唐
草
文
の
一
部
が
地
か
ら
浮
い
て
い
る
部
分
が
あ

り
、
そ
こ
に
粘
度
の
高
い
漆
を
充
填
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
後
世
の
修
理
に
よ
り
剥

落
を
防
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

黒
漆
塗
の
高
台
内
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
〇
・
七
糎
。

な
お
こ
の
作
品
は
後
述
の
㉑
に
附
属
す
る
。

【
香
合
】

⑪
堆
朱
梔
子
文
香
合　

 

彫
銘｢

張
成
造｣

（
香
合
1
。『
彫
』
№
97
、『
唐
』
№
64
）

明
時
代
・
十
六
世
紀

高
三
・
六
糎
、
径
九
・
八
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
上　

張
成
作
／
堆
朱
御
香
合
一
対　

仕
分
六
番
／
二
重
組
箱
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
1
「（
黒
文
円
印
「
納
」）拾
壱
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
2
「「（

朱
字
）

人
甲
／
香
合
」
六
拾
四
号
」

箱
蓋
裏
貼
紙
朱
書
「
八
拾
号
」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
黒
漆
・
朱
漆
を
重
ね
た
後
、
緑
・
黄
・
黒
・
朱
漆
層
の
積
層

を
四
度
繰
り
返
し
、
最
上
層
を
朱
漆
と
す
る
。
色
漆
を
積
層
す
る
が
、
紅
花
緑
葉
の
よ

う
に
彫
り
分
け
て
お
ら
ず
、
葉
も
花
も
朱
漆
で
表
さ
れ
る
。
深
く
直
角
に
彫
り
込
ま
れ

る
。
葉
脈
の
う
ち
中
央
に
あ
る
主
脈
も
最
下
層
ま
で
は
到
達
し
て
い
な
い
も
の
の
、
深

く
太
く
彫
ら
れ
て
い
る
。
蓋
表
か
ら
側
面
に
か
け
て
梔
子
の
花
が
一
輪
、
彫
り
表
さ
れ

る
。
一
文
字
形
の
香
合
で
あ
る
。

黒
漆
塗
の
底
裏
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
五
糎
。

⑫
堆
朱
牡
丹
文
香
合　

 

彫
銘｢

張
成
造｣

（
香
合
8
。『
彫
』
№
104
、『
唐
』
№
59
）

明
時
代
・
十
五
～
十
六
世
紀

高
三
・
三
糎
、
径
六
・
三
糎
、
底
径
三
・
七
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
堆
朱
御
香
合
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
1
「（
黒
文
円
印
「
納
」）壱
番
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
2
「（
朱
文
円
印
「
数
」）寅
改
／
上
七
番
／
「（

朱
字
）

廿
二
」」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
3
「「（

朱
字
）

天
／
香
合
」
壱
号（
朱
文
円
印
「
青
木
」）

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
朱
漆
を
重
ね
、
黒
漆
層
を
一
筋
挟
み
、
朱
漆
を
積
層
す
る
。

垂
直
に
彫
り
込
ま
れ
る
。
蓋
表
か
ら
側
面
に
か
け
て
牡
丹
の
花
が
彫
り
表
さ
れ
る
。
文

様
の
重
な
り
が
な
い
、
平
面
的
な
彫
り
方
と
な
っ
て
い
る
。
藤
の
実
形
の
香
合
で
あ

る
。黒

漆
塗
の
底
裏
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
二
糎
。

⑬
堆
朱
牡
丹
文
香
合  

彫
銘｢

張
成
造｣

（
香
合
10
。『
唐
』
№
53
）

明
時
代
・
十
五
世
紀

高
三
・
一
糎
、
径
六
・
三
糎
、
底
径
三
・
六
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
堆
朱
小
丸
形
椿
彫
香
合
」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
朱
漆
を
重
ね
、
黒
漆
層
を
一
筋
挟
み
、
朱
漆
を
積
層
す
る
。

垂
直
に
彫
り
込
ま
れ
て
お
り
、
彫
り
目
は
や
や
粗
さ
が
残
る
。
作
品
名
で
は
現
在
、
牡



「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

七

丹
と
さ
れ
て
い
る
が
、
葉
に
切
れ
込
み
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
蓋
表

か
ら
側
面
に
か
け
て
彫
り
表
さ
れ
る
花
は
芍
薬
も
し
く
は
山
茶
花
と
思
わ
れ
る
。
⑫
と

同
様
の
藤
の
実
形
の
香
合
で
、
法
量
・
彫
り
方
お
よ
び
意
匠
構
成
が
似
て
い
る
。

黒
漆
塗
の
底
裏
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
一
糎
。

⑭
堆
朱
牡
丹
文
香
合  
彫
銘｢
張
成
造｣

（
香
合
16
。『
唐
』
№
65
）

明
時
代
・
十
六
世
紀

高
三
・
四
糎
、
径
九
・
七
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
堆
朱
牡
丹
彫
香
合
／
張
成
在
銘
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
「（
黒
文
円
印
「
納
」）廿
一
番
」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
黒
漆
・
朱
漆
を
重
ね
た
後
、
緑
・
黄
・
黒
・
朱
漆
層
の
積
層

を
四
度
繰
り
返
し
、
最
上
層
を
朱
漆
と
す
る
。
色
漆
を
積
層
す
る
が
、
紅
花
緑
葉
の
よ

う
に
彫
り
分
け
て
お
ら
ず
、
葉
も
花
も
朱
漆
で
表
さ
れ
る
。
深
く
直
角
に
彫
り
込
ま
れ

る
。
葉
脈
の
う
ち
中
央
に
あ
る
主
脈
も
最
下
層
ま
で
は
到
達
し
て
い
な
い
も
の
の
、
深

く
太
く
彫
ら
れ
て
い
る
。
作
品
名
で
は
現
在
、
牡
丹
と
さ
れ
て
い
る
が
、
葉
に
切
れ
込

み
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
と
花
弁
の
中
央
が
渦
巻
い
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
蓋

表
か
ら
側
面
に
か
け
て
薔
薇
を
表
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
文
字
形
の
香
合
で
あ

る
。「
牡
丹
文
香
合　

銘 

張
成
造
」（
聖
衆
来
迎
寺
蔵
。『
彫
』
№
95
）の
漆
の
積
層
お
よ
び

文
様
と
同
じ
特
徴
を
持
つ
が
銘
の
筆
跡
が
異
な
っ
て
い
る
。

黒
漆
塗
の
底
裏
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
〇
糎
。

⑮
堆
朱
藤
の
実
形
唐
花
文
香
合　

彫
銘｢

張
成
造｣

（
香
合
20
。『
彫
』
№
102
、『
唐
』
№
54
）

明
時
代
・
十
五
～
十
六
世
紀

高
三
・
五
糎
、
径
八
・
二
糎
、
底
径
五
・
〇
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
堆
朱
香
合
張
成
在
銘
／
藤
之
実
形
唐
花
彫
」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
朱
漆
を
重
ね
、
黒
漆
層
を
一
筋
挟
み
、
朱
漆
を
積
層
す
る
。

深
く
垂
直
に
彫
り
込
ま
れ
、
角
は
や
や
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。
底
裏
の
黒
漆
塗
は
後
世

の
塗
り
直
し
と
考
え
ら
れ
る
。
蓋
表
か
ら
側
面
に
か
け
て
紫
萼（
擬
宝
珠
）を
彫
り
表

す
。
藤
の
実
形
の
香
合
で
あ
る
。

黒
漆
塗
の
底
裏
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
〇
糎
。

⑯
堆
朱
椿
文
香
合　

彫
銘｢

張
成
造｣

（
香
合
27
。『
唐
』
№
63
）

明
時
代
・
十
六
世
紀

高
三
・
九
糎
、
径
一
一
・
二
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
堆
朱
御
香
合　

張
成
作
／
牡
丹
模
様
／
十
二
番
之
中
／
を
四
拾
弐
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
「（
黒
文
円
印
「
納
」）廿
五
番
」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
黒
漆
・
朱
漆
を
重
ね
た
後
、
緑
・
黄
・
黒
・
朱
漆
層
の
積
層

を
四
度
繰
り
返
し
、
最
上
層
を
朱
漆
と
す
る
。
色
漆
を
積
層
す
る
が
、
紅
花
緑
葉
の
よ

う
に
彫
り
分
け
て
お
ら
ず
、
葉
も
花
も
朱
漆
で
表
さ
れ
る
。
深
く
直
角
に
彫
り
込
ま
れ

る
。
葉
脈
の
う
ち
中
央
に
あ
る
主
脈
も
最
下
層
ま
で
は
到
達
し
て
い
な
い
も
の
の
、
深

く
太
く
彫
ら
れ
て
い
る
。
蓋
表
か
ら
側
面
に
か
け
て
花
を
一
輪
、
彫
り
表
し
て
い
る
。

一
文
字
形
の
香
合
で
あ
る
。

黒
漆
塗
の
底
裏
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
三
糎
。

⑰
堆
朱
萱
草
文
重
香
合　

彫
銘｢

張
成
造｣

（
香
合
34
。『
彫
』
№
100
、『
唐
』
№
51
）

明
時
代
・
十
五
世
紀

高
八
・
六
糎
、
径
九
・
三
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
堆
朱
萱
草
彫
二
重
組
／
張
成
作
」



「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

八

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
「「（

朱
字
）

天
／
香
合
」
廿
五
号（
朱
文
円
印
「
青
木
」）」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
朱
漆
を
重
ね
、
黒
漆
層
を
一
筋
挟
み
、
朱
漆
を
積
層
す
る
。

垂
直
に
彫
り
込
ん
で
い
る
が
角
は
や
や
丸
み
を
帯
び
る
。
全
体
に
萱
草
を
彫
り
表
す
。

二
段
の
重
香
合
で
あ
る
。
花
と
葉
の
彫
り
込
む
深
さ
を
変
え
て
、
奥
行
感
を
表
現
す

る
。黒

漆
塗
の
底
裏
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
二
糎
。
底

裏
の
黒
漆
塗
は
後
世
の
塗
り
直
し
と
考
え
ら
れ
る
。

単
子
葉
類
の
植
物
を
表
し
た
類
品
と
し
て
、“Box w

ith narcissus”

（
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
蔵
）が
確
認
で
き
る
。
ま
た
張
成
が
製
作
し
た
香
合
を
模
し
て
、
堆
朱
楊
成

が
製
作
し
た
「
蘭
堆
朱
香
合
」（
根
津
美
術
館
蔵
）も
あ
る
。

【
天
目
台
】

⑱
堆
黒
屈
輪
文
天
目
台　

彫
銘｢

張
成
造｣

（
茶
器
雑
1004
。『
彫
』
№
20
、『
唐
』
№
9
）

明
時
代
・
十
五
世
紀

総
高
七
・
九
糎
、
酸
漿
高
四
・
四
糎
、
土
居
高
二
・
三
糎
、
酸
漿
径
九
・
四
糎
、
羽

根
径
一
六
・
五
糎
、
土
居
径
八
・
一
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
黒
曲
天
目
台
」

最
下
層
は
黄
漆
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
詳
細
に
は
確
認
で
き
な
い
。
地
ま
で
彫
ら
れ

て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
黒
漆
層
を
重
ね
た
の
ち
朱
漆
層
を
一
筋
挟
み
、
ま
た
黒
漆

層
を
重
ね
て
朱
漆
層
を
一
筋
挟
ん
だ
の
ち
、
最
上
層
ま
で
黒
漆
を
塗
り
重
ね
る
。
高
台

内
は
黒
漆
塗
で
、
後
世
に
補
修
し
た
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
部
分
的
な
も
の
に
留

ま
る
。
意
匠
は
屈
輪
文
で
あ
る
。
屈
輪
文
の
彫
り
は
浅
く
滑
ら
か
で
穏
や
か
な
カ
ー
ブ

を
描
く
。

黒
漆
塗
の
土
居
内
部
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
二
糎
。

（
9
）

「
張
」
と
「
成
」
の
一
部
に
白
い
ぼ
や
け
が
生
じ
て
い
る
。

な
お
、
類
品
と
し
て
「
剔
犀
云
紋
盞
托
」（
上
海
博
物
館
蔵
）が
あ
り
、
黒
漆
塗
に
朱
漆

の
筋
が
二
本
入
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
如
意
雲
文
と
呼
ば
れ
る
屈
輪
文
が
「
堆
黒
屈
輪

文
天
目
台
」
で
は
六
つ
で
あ
る
の
に
対
し
、「
剔
犀
云
紋
盞
托
」
は
七
つ
あ
る
。「
剔
犀

云
紋
盞
托
」
は
高
一
一
・
〇
糎
、
径
二
一
・
〇
糎
で
、
こ
の
天
目
台
よ
り
も
一
回
り
大

き
く
、
ま
た
元
時
代
の
「
剔
犀
器
佳
作
」
と
解
説
さ
れ
る
。

⑲
紅
花
緑
葉
菊
牡
丹
唐
花
文
天
目
台　

彫
銘
「
張
成
造
」（
茶
器
雑
1067
─

1
。『
彫
』
№
116
、

『
唐
』
№
85
）

明
時
代
・
十
六
世
紀

総
高
八
・
四
糎
、
酸
漿
高
四
・
五
糎
、
土
居
高
二
・
四
糎
、
酸
漿
径
九
・
五
糎
、
羽

根
径
一
六
・
三
糎
、
土
居
径
八
・
一
糎

箱
蓋
表
墨
書
「
紅
花
緑
葉
丸
天
目
台　

四
個
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
1
「（
朱
文
円
印
「
数
」）寅
改
三
拾
五
番
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
2
「（
黒
文
円
印
「
納
」）六
十
六
番
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
3
「
茶
器
／
弐
番
入
／
之
内
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
4
「
茶
器
」

箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
5
「「（

朱
字
）

天
／
茶
器
」
四
拾
三
号
」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
黄
・
黒
・
朱
・
緑
漆
層
の
積
層
を
五
度
繰
り
返
し
、
最
上
層

を
緑
漆
と
す
る
。
葉
を
最
上
層
の
緑
漆
で
、
花
を
一
層
の
下
の
朱
漆
で
表
す
。
深
く
直

角
に
彫
り
込
ま
れ
る
。
意
匠
は
菊
・
牡
丹
・
桃
・
梔
子
・
薔
薇
・
椿
の
花
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
意
匠
の
中
に
平
行
脈
を
持
つ
葉
も
表
さ
れ
て
お
り
、
他
の
植
物
も
彫
り
表

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

黒
漆
塗
の
土
居
内
部
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
二
糎
。

（
10
）



「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

九

ま
た
土
居
内
部
に
貼
紙
墨
書
で
「
九
号
」
と
記
さ
れ
る
。

【
食
籠
】

⑳
堆
朱
楼
閣
人
物
図
八
角
食
籠　

彫
銘｢

張
成
造｣

（
食
籠
1
─

1
。『
彫
』
№
131
、『
唐
』
№
101
）

明
時
代
・
十
五
世
紀

高
一
八
・
五
糎
、
径
三
七
・
五
糎

箱
蓋
表
貼
紙
墨
書
1
「
堆七

番
朱
大
御
食
籠
」

箱
蓋
表
貼
紙
墨
書
2
「「（

朱
字
）

天
／
食
籠
」
拾
弐
号
」

最
下
層
を
黄
漆
と
し
、
朱
漆
を
塗
り
重
ね
、
そ
の
間
に
黒
漆
層
を
一
筋
挟
む
。
蓋
表

は
楼
閣
人
物
図
を
彫
り
表
し
、
蓋
と
身
の
側
面
に
は
、
桃
・
薔
薇
・
芍
薬
・
牡
丹
・
芙

蓉
・
菊
・
梔
子
・
黄
蜀
葵
を
表
す
。
比
較
的
深
く
直
角
に
彫
り
込
ん
で
い
る
。
後
世
の

修
復
箇
所
も
多
々
見
受
け
ら
れ
、
修
復
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
彫
り
面
が
斜
め
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
修
復
に
際
し
て
は
、
文
様
に
切
っ
た
木
地
の
表
面
に
朱
漆
を
塗
っ

た
簡
易
な
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
。

黒
漆
塗
の
蓋
裏
内
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
三
糎
。

銘
に
朱
漆
を
摺
り
込
ん
だ
よ
う
な
痕
跡
が
あ
る
。

な
お
こ
の
作
品
に
は
先
述
の
⑨
が
附
属
す
る
。

類
品
と
し
て
「
剔
紅
山
水
人
物
図
八
角
盒
」（
上
海
博
物
館
蔵
）や“O

ctagonal box 

w
ith flow

ers and a garden scene”

（
ア
シ
ュ
モ
レ
ア
ン
博
物
館
蔵
）が
あ
る
。
た
だ
し

前
者
が
元
時
代
・
十
三
～
十
四
世
紀
、
後
者
が
明
時
代
・
十
六
世
紀
と
の
年
代
比
定
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
作
品
は
ほ
ぼ
同
寸
で
、
⑳
よ
り
は
や
や
小
ぶ
り
で
、
い
ず
れ
も

銘
は
な
い
。
三
作
品
と
も
、
蓋
表
に
楼
閣
人
物
図
が
、
側
面
に
複
数
種
の
花
が
彫
り
表

さ
れ
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
側
面
の
複
数
種
の
花
の
意
匠
は
こ
の
食
籠
よ
り

二
作
品
の
方
が
密
に
彫
り
表
さ
れ
て
い
る
。

【
印
籠
】

㉑
梅
下
人
物
図
堆
朱
印
籠　

彫
銘
「
朝
盛
」（
食
籠
3
─

1
。『
彫
』
№
133
、『
唐
』
№
110
）

明
時
代
・
十
五
～
十
六
世
紀

高
一
七
・
五
糎
、
径
一
一
・
九
糎

箱
蓋
表
墨
書
お
よ
び
箱
蓋
裏
貼
紙
墨
書
は
⑩
に
同
じ
。

こ
の
作
品
は
、
腰
に
吊
り
下
げ
る
装
身
具
で
は
な
く
、
印
章
や
印
肉
な
ど
を
入
れ
る

重
箱
式
の
容
器
で
あ
る
。

蓋
表
は
漆
を
塗
り
重
ね
て
い
る
も
の
の
、
地
に
近
い
部
分
は
黒
く
、
最
上
層
に
近
づ

く
ほ
ど
朱
色
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
。
朱
漆
層
の
中
に
は
黄
色
と
黒
色
の
筋
を
一
筋
ず

つ
挟
む
。
彫
り
目
よ
り
も
最
上
層
に
朱
漆
の
塗
り
重
ね
が
明
確
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

意
図
的
に
表
面
の
塗
り
重
ね
が
見
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
最
下
層
ま
で

は
彫
り
込
ん
で
い
な
い
の
か
、
朱
色
に
見
え
る
の
み
で
、
本
来
の
最
下
層
は
側
面
と
同

様
に
黄
漆
の
可
能
性
も
あ
る
。
直
角
の
深
い
彫
り
で
、線
彫
り
も
丁
寧
で
あ
る
。
一
方
、

側
面
は
最
下
層
を
黄
漆
と
す
る
。
朱
漆
層
の
間
に
黄
色
と
黒
色
の
筋
を
一
筋
ず
つ
挟

み
、
朱
漆
を
塗
り
重
ね
る
。
彫
り
が
浅
く
、
彫
り
目
は
若
干
斜
め
に
な
っ
て
い
る
。
見

込
に
は
梅
の
木
の
下
に
二
人
の
人
物
を
表
し
、
側
面
に
は
牡
丹
・
桃
・
梔
子
・
菊
の
花

が
彫
ら
れ
る
。

三
段
重
の
最
下
段
の
黒
漆
塗
の
底
裏
に
針
書
で
「
朝
盛
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ

は
〇
・
七
糎
。

な
お
こ
の
作
品
は
先
述
の
⑩
に
附
属
す
る
。

【
香
炉
台
】

㉒
堆
朱
唐
花
雉
文
香
炉
台　

彫
銘
「
張
成
造
」（
香
炉
1
─

2
。『
彫
』
№
68
、『
唐
』
№
29
）

（
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）（
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「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

一
〇

元
時
代
・
十
四
世
紀

高
五
・
〇
糎
、
径
二
一
・
四
糎

外
箱
蓋
表
墨
書
「
千
鳥
香
炉
／
剔
紅
御
台
」

内
箱
蓋
表
金
粉
字
銘
「
剔
紅
御
台
」

最
下
層
を
朱
漆
と
し
、
朱
の
間
に
黒
漆
層
を
一
筋
挟
ん
で
、
最
上
層
を
朱
漆
と
す

る
。
黄
蜀
葵
の
も
と
、
二
羽
の
雉
子
が
表
さ
れ
た
意
匠
で
あ
る
。
垂
直
に
浅
く
彫
ら

れ
、
角
は
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。
周
囲
に
は
真
鍮
製
の
脚
が
五
本
つ
い
て
お
り
、
こ
の

金
属
部
分
に
五
弁
花
形
の
プ
レ
ー
ト
が
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。
亀
裂
の
隙
間
か
ら
、
素

地
は
木
地
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
プ
レ
ー
ト
と
脚
の
境
界
部
分
に
朱
色
の
顔
料

の
破
片
が
付
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
プ
レ
ー
ト
と
脚
を
接
着
す
る
た
め
に
漆
下
地
を

つ
け
、
そ
の
上
に
朱
色
の
顔
料
を
塗
っ
て
全
体
の
統
一
を
図
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

黒
漆
塗
の
底
裏
に
針
書
で
「
張
成
造
」
と
記
さ
れ
る
。
銘
の
長
さ
は
一
・
三
糎
。

こ
の
作
品
は
「
青
磁
香
炉  

銘 

千
鳥
」（
香
炉
1
─

1
。
徳
川
美
術
館
蔵
）に
附
属
す
る
香

炉
台
で
あ
る
。

以
上
、
計
二
十
二
点
の
作
品
を
概
観
し
た
時
、
意
匠
・
技
法
と
も
に
多
種
多
様
な
彫

漆
作
品
に
「
張
成
造
」
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
黒
漆
を
塗
り
直
し
た
上

に
銘
が
記
さ
れ
る
な
ど
、
後
世
に
刻
ま
れ
た
可
能
性
の
高
い
作
品
も
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
こ
に
挙
げ
た
作
品
全
て
を
張
成
が
製
作
し
た
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、「
張
成
造
」
銘
の
入
っ
た
作
品
を
列
挙
し
た
時
、
ま
ず
彫
り
が
深
い
点

が
多
く
の
作
品
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
亀
裂
や
断
文
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
点
も
多
く
の
作
品
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。
高
台
内
や
底
裏
は
塗
り
直
し
が
施
さ

れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
例
え
ば
盆
の
見
込
や
香
合
の
蓋
表
な
ど
の
彫
漆
部
分
に
つ

い
て
も
『
清
秘
藏
』
に
記
さ
れ
る
「
多
敲
裂
」
と
い
う
ほ
ど
の
目
立
っ
た
も
の
は
な
い
。

こ
う
し
た
文
献
上
の
特
徴
と
現
存
作
品
の
特
徴
の
相
違
か
ら
、
現
存
作
例
は
張
成
の

作
品
で
は
な
い
と
い
う
見
方
も
で
き
る
一
方
で
、
現
存
作
品
の
よ
う
な
作
品
を
、
名

工
・
張
成
が
製
作
し
た
作
品
と
し
て
日
本
で
受
容
さ
れ
て
き
た
、
と
い
う
見
方
も
で
き

る
と
考
え
る
。
ま
ず
は
多
種
多
様
な
彫
漆
作
品
に
「
張
成
造
」
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
。
次
に
張
成
は
文
献
に
も
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の

よ
う
な
彫
漆
作
品
を
製
作
し
て
い
た
と
さ
れ
る
の
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　

文
献
上
で
の
張
成
の
評
価

改
め
て
『
漆
工
辞
典
』
の
「
張
成
」
の
項
を
参
照
し
、
張
成
の
漆
工
史
上
で
の
通
説

を
紹
介
し
て
お
く
。

中
国
元
代
の
彫
漆
作
者
。
生
没
年
未
詳
。
張
徳
剛
は
そ
の
息
子
と
い
わ
れ
、
北
京

故
宮
博
物
館
に
在
銘
作
例
が
あ
る
。『
格
古
要
論
』
巻
八
「
古
漆
器
」
に
よ
れ
ば
、

「
嘉
興
府
西
塘
楊
匯
」
の
地
で
楊
茂
と
と
も
に
活
動
し
、
日
本
・
琉
球
で
人
気
が

あ
っ
た
と
い
う
。
中
世
以
降
の
日
本
人
の
唐
物
数
寄
の
評
価
で
は
張
成
が
代
表
で

あ
り
「
張
成
造
」
の
針
刻
銘
は
多
く
が
日
本
で
の
鑑
定
銘
と
み
ら
れ
る
。

右
の
指
摘
の
通
り
、
日
本
に
入
っ
て
き
て
か
ら
鑑
定
銘
と
し
て
入
れ
ら
れ
た
「
張
成

造
」
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
偽
銘
と
さ
れ
る
作
品
も
現
に
存
在
す
る
。
し
か
し
そ
う
は

言
っ
て
も
張
成
が
一
般
的
に
高
い
評
価
を
得
て
き
た
歴
史
は
存
在
し
、
今
日
、
基
準
作

が
定
ま
っ
て
い
な
い
か
ら
と
言
っ
て
そ
れ
を
全
く
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ

う
。こ

れ
ま
で
の
研
究
で
は
、「
張
成
造
」
銘
の
入
っ
た
作
品
の
紹
介
や
、
張
成
に
つ
い

て
記
さ
れ
た
文
献
の
紹
介
は
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
に
記
さ
れ
た

張
成
は
結
局
、
何
の
名
手
と
さ
れ
て
伝
わ
っ
て
き
た
の
か
、
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
文

（
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「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

一
一

脈
の
中
で
張
成
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。『
漆
工

辞
典
』
で
も
「
中
国
元
代
の
彫
漆
作
者
」
と
は
記
さ
れ
る
も
の
の
、
一
体
ど
の
よ
う
な

彫
漆
作
品
を
製
作
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
彫
漆
作
品
と
言
っ
て
も

そ
の
技
法
は
様
々
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
章
で
は
張
成
が
漆
工
品
の
う
ち
何
の
作

者
・
名
手
と
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
評
価
を
さ
れ
て
い
た
の
か
、
中
国
と
日

本
の
文
献
史
料
か
ら
改
め
て
整
理
・
検
討
す
る
。
簡
単
に
概
略
を
述
べ
て
お
く
と
、
中

国
の
文
献
で
は
張
成
の
評
価
は
一
貫
性
が
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
の
文
献
で
は
、
張
成

の
彫
漆
作
品
が
最
上
級
品
で
あ
る
と
い
う
一
貫
し
た
評
価
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
他
の

点
に
お
い
て
は
文
献
に
よ
っ
て
認
識
に
差
が
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
ま
ず
は
中
国
の
文

献
を
確
認
し
た
上
で
、
日
本
の
文
献
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
）　

中
国
の
文
献
に
見
る
張
成

ま
ず
『
格
古
要
論
』
巻
下
を
確
認
す
る
。

剔
紅
器
無
新
舊
、
但
看
朱
厚
色
鮮
紅
而
堅
重
者
為
好
、
剔
劍
環
香
草
者
尤
佳
、
若

黃
地
子
剔
山
水
人
物
及
花
木
飛
走
者
、
雖
用
工
細
巧
容
易
脫
起
朱
薄
而
少
紅
者
價

低
、
宋
朝
內
府
中
物
多
是
金
銀
作
素
者
、
元
末
西
塘
楊
匯
、
有
張
成
楊
茂
剔
紅
最

得
名
、
但
朱
薄
而
不
堅
者
多
浮
起
、
日
本
琉
球
國
極
愛
此
物
、

張
成
は
元
時
代
末
、
嘉
興
府
西
塘（
現
・
浙
江
省
嘉
興
市
）の
人
物
で
、
楊
茂
と
と
も
に

剔
紅
の
名
手
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
記
述
に
よ
る
と
、
本
来
剔
紅
は
朱

漆
を
厚
く
塗
り
重
ね
、
鮮
や
か
な
紅
色
を
し
て
お
り
、
堅
く
て
重
み
が
あ
る
も
の
が
よ

い
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
張
成
や
楊
茂
が
名
を
得
て
い
た
剔
紅
は
、
朱

漆
の
層
が
薄
く
、
堅
く
な
く
、
漆
の
浮
き
も
多
い
と
さ
れ
る
。『
格
古
要
論
』
は
後
に

増
補
さ
れ
た
も
の
も
含
め
、
明
時
代
前
期
に
は
完
成
し
て
い
た
書
物
で
あ
り
、
張
成
・

楊
茂
を
元
時
代
末
の
人
物
と
し
て
い
る
点
の
信
憑
性
は
比
較
的
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
か
つ
著
者
で
あ
る
曹
昭
は
江
蘇
省
松
江
の
出
身
と
さ
れ
、
張
成
の
出
身
地
と
さ
れ

る
浙
江
省
と
同
じ
江
南
地
域
に
あ
た
る
。
よ
っ
て
こ
こ
に
記
さ
れ
る
情
報
の
信
憑
性
は

決
し
て
低
く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
第
一
章
で
述
べ
た
通
り
「
但
朱
薄
而
不
堅

者
多
浮
起
」
と
い
う
箇
所
は
現
存
作
例
と
一
致
す
る
と
は
言
い
が
た
い
。
徳
川
美
術
館

の
現
存
作
例
は
比
較
的
厚
み
の
あ
る
漆
の
積
層
を
持
つ
作
品
が
多
い
。
も
し
『
格
古
要

論
』
が
記
さ
れ
た
明
時
代
の
段
階
で
「
多
浮
起
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も

し
こ
れ
が
伝
わ
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
多
く
の
あ
る
い
は
大
き
な
漆
の
浮
き
が
あ
る
に
違

い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
張
成
が
名
手
だ
っ
た
と
さ
れ
る
剔
紅
と
は
何
か
を
知
る
に
は
、
中
国
に

お
い
て
唯
一
、
漆
工
技
法
を
伝
え
る
専
門
書
で
、
隆
慶
年
間（
一
五
六
七
～
七
二
）に
黄

成
が
著
し
た
『
髹
飾
録
』
彫
鏤
第
十（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）が
参
考
に
な
る
。

剔
紅

即
彫
紅
漆
也
、
髤
層
之
厚
薄
、
朱
色
之
明
暗
、
彫
鏤
之
精
粗
、
太
甚
有
巧
拙
、
唐

制
多
印
板
刻
平
錦
朱
色
、
彫
法
古
拙
可
賞
、
復
有
陥
地
黄
錦
者
、
宋
元
之
制
蔵
鋒

清
楚
、
隠
起
円
滑
、
繊
細
精
緻
、
又
有
無
錦
紋
者
、
共
有
象
旁
刀
跡
見
黒
綫
者
、

極
精
巧
、
又
有
黄
錦
者
、
黄
地
者
次
之
、
又
礬
胎
者
不
堪
用
、

唐
制
如
上
説
而
刀
法
快
利
、
非
後
人
所
能
及
、
陥
地
黄
錦
者
、
其
錦
多
似
細
鈎
雲
與
、
宋
元
以
来
之
剔

法
大
異
也
、
蔵
鋒
清
楚
、
運
刀
之
通
法
、
隠
起
円
滑
、
壓
花
之
刀
法
、
繊
細
精
緻
、
錦
紋
之
刻
法
、
自

宋
元
至　

国
朝
皆
用
此
法
、
古
人
精
造
之
器
剔
跡
之
紅
間
露
黒
綫
一
二
帯
、
一
綫
者
或
在
上
或
在
下
、

重
綫
者
其
間
相
去
或
狭
或
闊
無
定
法
、
所
以
家
家
為
記
也
、
黄
錦
黄
地
亦
可
賞
、
礬
胎
者
礬
朱
重
漆
以

銀
朱
為
面
、
故
剔
跡
殷
暗
也
、
又
近
琉
球
国
産
精
巧
而
鮮
紅
、
然
而
工
趣
去
古
甚
遠
矣
、

宋
・
元
時
代
に
「
蔵
鋒
清
楚
、
隠
起
円
滑
、
繊
細
精
緻
」
な
剔
紅
が
確
立
さ
れ
、
楊

明
の
註
に
よ
れ
ば
、
明
時
代
に
も
そ
の
手
法
が
引
き
継
が
れ
た
と
い
う
。
ま
た
剔
紅
に

は
黒
い
筋
が
一
筋
か
二
筋
、
彫
り
目
か
ら
見
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。
黄
成
も
楊
明
も
各
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「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

一
二

時
代
の
彫
り
方
お
よ
び
彫
り
目
の
言
及
に
留
ま
り
、
漆
の
積
層
の
様
相
や
彫
り
の
深
さ

は
言
及
し
て
い
な
い
。

あ
わ
せ
て
明
時
代
に
成
立
し
た
文
献
を
確
認
す
る
と
、
例
え
ば
『
清
秘
藏
』
巻
上
の

論
雕
刻
で
は
次
の
通
り
記
さ
れ
る
。

宋
人
雕
紅
漆
器
、
宮
中
所
用
者
多
以
金
銀
為
胎
、
妙
在
刀
法
圓
熟
藏
鋒
不
露
用
朱

極
鮮
漆
堅
厚
而
無
敲
裂
、
所
刻
山
水
樓
閣
人
物
鳥
獣
皆
儼
若
図
畫
為
佳
絶
耳
、
元

時
張
成
楊
茂
二
家
技
擅
一
時
、
第
用
朱
不
厚
間
多
敲
裂
、
我
明
永
楽
年
果
園
厰
所

制
及
宣
廟
所
制
不
独
用
朱
用
胎
精
美
之
甚
其
欵
文
尤
勝
底
刻
大
明
永
楽
年
製
者
用
針
刻

而
填
以
黒
漆
大
明
宣
徳
年
製
者
刀
刻
而
填
以
金
屑
宋
元
所
無
第
刀
法
視
宋
人
尚
隔
一
舎
薄
胎

沙
金
蜔
嵌
金
銀
片
嵌
等
漆
器
惟
倭
称
最
偽
作
者
質
重
易
辨
也
、

さ
ら
に
高
濂（
一
五
二
七
～
歿
年
未
詳
）が
選
定
し
た
『
遵
生
八
牋
』
巻
十
四　

燕
閒
清

賞
箋　

上
巻
で
も
張
成
・
楊
茂
の
作
品
の
特
徴
と
し
て
『
清
秘
藏
』
と
同
様
の
内
容
を

示
し
て
い
る
。
ま
た
万
暦
年
間（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）に
著
さ
れ
た
『
萬
暦
嘉
興
府
志
』

に
は
張
成
の
息
子
・
張
徳
剛
を
紹
介
す
る
記
述
の
中
で
、「
父
成
与
同
里
楊
茂
俱
善
髹

漆
剔
紅
器
」
と
紹
介
さ
れ
た
上
で
、
永
楽
年
間（
一
四
〇
三
～
二
四
）に
日
本
や
琉
球
で

こ
う
し
た
彫
漆
作
品
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
成
祖（
永
楽
帝
）が
こ
の

話
を
聞
き
、
張
成
・
楊
茂
の
歿
後
に
父
の
技
術
・
技
法
な
ど
を
受
け
継
い
だ
張
徳
剛
を

都
に
召
し
寄
せ
た
と
い
う
。
張
成
が
製
作
し
た
作
品
の
特
徴
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

親
子
二
代
に
わ
た
り
剔
紅
の
巧
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
殊
に
日
本
と
琉
球
で
珍

重
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
『
格
古
要
論
』
お
よ
び
『
萬
暦
嘉
興
府
志
』
の
二
つ
の
史
料
か

ら
共
通
し
て
見
て
取
れ
る
。

時
代
が
下
が
っ
て
清
時
代
の
文
献
で
も
、
張
成
は
引
き
続
き
登
場
す
る
。
康
熙
年
間

（
一
六
六
二
～
一
七
二
二
）に
高
士
奇
が
選
定
し
た
『
金
鰲
退
食
筆
記
』
巻
下
で
は
剔
紅
の

作
品
の
説
明
の
中
で
、「
其
法
、
朱
漆
三
十
六
次
、
镂
以
細
錦
、
底
漆
黒
光
、
針
刻
大

明
永
楽
年
制
、
比
元
時
張
成
、
楊
茂
剣
环
香
草
之
式
、
似
為
過
之
」
と
あ
る
。
中
国
で

は
剣
環
文
・
香
草
文
と
表
現
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
屈
輪
文
の
類
を
表
し
た
作
品
を
剔
紅

で
張
成
が
製
作
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
張
成
の
作
品
の
特
徴
に
つ
い
て
『
格

古
要
論
』
と
同
内
容
を
記
す
書
物
に
鄧
之
誠（
一
八
八
七
～
一
九
六
〇
）が
記
し
た
『
骨
董

瑣
記
』
も
あ
り
、「
元
時
張
成
楊
茂
作
者
多
珠
薄
不
堅
有
」
と
あ
る
。

管
見
の
限
り
、
張
成
の
作
品
に
つ
い
て
、
浮
き
あ
る
い
は
亀
裂
が
多
く
み
ら
れ
る
旨

の
但
し
書
き
が
付
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
文
震
亨（
一
五
八
六
～
一
六

四
五
）が
著
し
た
『
長
物
志
』
巻
七
の
器
具
の
項
で
は
、
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

雕
刻
精
妙
者
以
宋
為
貴
、
俗
子
輒
論
金
銀
胎
最
為
可
笑
、
蓋
其
妙
處
在
刀
法
圓
熟
、

藏
鋒
不
露
、
用
朱
極
鮮
、
漆
堅
厚
而
無
敲
裂
、
所
刻
山
水
樓
閣
人
物
鳥
獣
、
皆
儼

若
圖
畫
、
為
佳
絕
耳
、
元
時
張
成
楊
茂
二
家
亦
以
此
技
擅
名
一
時
、
国
朝
果
園
廠

所
製
刀
法
視
宋
尚
隔
一
籌
、

宋
時
代
の
彫
漆
は
彫
刻
が
巧
み
で
、
鋭
利
で
は
な
く
丸
み
を
帯
び
た
様
相
で
、
朱
が

鮮
や
か
で
漆
は
厚
く
塗
ら
れ
て
お
り
、
亀
裂
が
な
い
。
山
水
・
楼
閣
・
人
物
・
鳥
獣
の

彫
刻
は
絵
画
の
よ
う
に
美
し
く
彫
り
上
げ
、
元
時
代
に
お
い
て
は
張
成
と
楊
茂
が
こ
の

技
術
を
持
っ
て
い
た
こ
と
で
名
を
馳
せ
て
い
た
、
と
あ
る
。
張
成
・
楊
茂
も
こ
の
宋
時

代
の
技
術
を
持
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
解
釈
す
れ
ば
彼
ら
が
製
作
し
た

作
品
は
漆
が
厚
く
塗
り
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
堅
く
、
亀
裂
も
入
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な

る
。『
格
古
要
論
』
の
記
述
と
は
異
な
っ
て
く
る
。『
長
物
志
』
で
は
張
成
が
何
を
製
作

し
て
い
る
か
を
明
確
に
述
べ
て
い
な
い
が
、『
長
物
志
』に
書
か
れ
る
内
容
は『
清
秘
藏
』

に
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
箇
所
の
説
明
は
剔
紅
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
他
の
文
献
を
写
し
て
い
る
と
も
思
え
る
記
述
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
朱
漆
の
積
層
が
厚
く
な
く
亀
裂
が
多
い
と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
て
い

る
点
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
文
震
亨
は
「
俗
子
輒
論
金
銀
胎
最
為
可
笑
」
の

（
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「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

一
三

部
分
も
『
格
古
要
論
』
や
『
清
秘
藏
』
と
は
異
な
る
記
述
を
し
て
お
り
、
過
去
の
文
献

を
参
照
し
な
が
ら
も
自
ら
の
書
を
記
す
際
に
は
そ
の
内
容
を
殊
更
必
要
と
は
考
え
な

か
っ
た
の
か
、
書
き
落
と
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
中
国
の
文
献
に
見
え
る
張
成
の
評
価
を
小
括
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
言
え
る

だ
ろ
う
。
張
成
は
元
時
代
の
人
物
で
、
剔
紅
の
名
手
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
剔
紅
の
作

品
は
漆
層
の
厚
み
や
朱
色
の
明
度
、
彫
り
方
の
精
粗
が
様
々
で
、
そ
れ
ら
に
は
巧
拙
が

あ
っ
た
が
、
特
に
宋
・
元
時
代
に
は
、
彫
刻
が
巧
み
で
、
鋭
利
で
は
な
く
丸
み
を
帯
び

た
様
相
の
剔
紅
の
作
品
が
製
作
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
朱
漆
層
の
間
に
は
黒
漆
層
の

筋
が
一
本
あ
る
い
は
二
本
入
っ
て
い
た
。
意
匠
は
山
水
・
楼
閣
・
人
物
・
鳥
獣
お
よ
び

屈
輪
文
な
ど
が
彫
ら
れ
た
。
剔
紅
の
中
で
も
、
朱
漆
を
厚
く
塗
り
重
ね
て
積
層
し
、
鮮

や
か
な
赤
い
色
を
呈
し
て
お
り
、
堅
く
て
重
み
が
あ
る
も
の
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
元
時
代
、
剔
紅
の
名
手
と
さ
れ
て
い
た
張
成
は
、
こ
う
し
た
彫
り
方
は
継
承

す
る
一
方
で
、
朱
漆
の
積
層
は
少
な
く
、
堅
く
な
い
作
品
を
製
作
し
て
い
た
。
こ
の
評

価
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
時
代
の
好
み
に
左
右
さ
れ
な
い
、
技
術
的
に
優
れ
た
作
品

を
製
作
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
現
状
で
は
推
測
の

域
を
出
な
い
。

（
二
）　

日
本
の
文
献
に
見
る
張
成

先
述
の
通
り
、
中
国
で
は
各
文
献
に
お
い
て
張
成
の
評
価
が
一
貫
し
て
い
た
。
一

方
、
日
本
で
は
張
成
が
彫
漆
作
品
の
名
手
と
し
て
名
高
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
共
通

認
識
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
文
献
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
彫
漆
作
品
の
名
手
で

あ
っ
た
か
、
ど
の
時
代
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
っ
た
か
な
ど
の
認
識
が
異
な
っ
て
く

る
。
さ
ら
に
彫
漆
作
品
の
名
手
の
一
人
で
、
張
成
と
と
も
に
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
楊
茂

と
は
優
劣
を
つ
け
ら
れ
た
り
、
張
成
・
楊
茂
以
外
に
も
彫
漆
作
品
の
名
手
が
挙
げ
ら
れ

た
り
す
る
な
ど
、
中
国
の
文
献
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
記
述
が
登
場
し
て
く
る
。
本
節

で
は
こ
の
よ
う
な
様
相
を
、
史
料
を
引
用
し
な
が
ら
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
「
日
本
人
の
唐
物
数
寄
の
評
価
で
は
張
成
が
代
表
」
で
あ
っ
た
点
に
つ
き
、

そ
の
認
識
を
日
本
の
文
献
か
ら
確
認
す
る
。
第
一
に
参
照
す
べ
き
は
『
君
台
観
左
右
帳

記
』
で
あ
ろ
う
。
こ
の
史
料
に
は
複
数
の
流
布
本
が
あ
る
が
、
東
北
大
学
本
よ
り
該
当

箇
所
を
抜
粋
す
る
。

一
、
彫
物
之
事

盆
・
香
合
・
其
外
い
ろ
〳
〵
の
ほ
り
物
。
上
中
下
は
、
物
の
な
り
の
め
つ
ら

し
き
を
第
一
の
上
と
申
候
。
但
、
手
に
よ
り
候
。
□

（
張
）成

か
作
の
剔
紅
・
堆

紅
、
第
一
た
る
へ
く
候
。

盆
や
香
合
、
そ
の
他
の
様
々
な
彫
物
、
つ
ま
り
彫
漆
作
品
の
評
価
基
準
は
、
形
が
珍

し
い
か
ど
う
か
が
第
一
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
た
だ
し
製
作
者
に
よ
る
と
す
る
。
そ
の

製
作
者
の
中
で
、
と
り
わ
け
張
成
が
製
作
し
た
剔
紅
と
堆
紅
の
作
品
が
第
一
で
あ
る
と

評
価
す
る
。
張
成
の
活
動
時
期
へ
の
言
及
は
な
い
。
で
は
東
北
大
学
本
で
紹
介
さ
れ
る

剔
紅
と
堆
紅
は
ど
の
よ
う
な
技
法
で
あ
ろ
う
か
。

剔
紅　

色
あ
か
し
。
地
に
水
・
わ
ち
か
へ
・
ひ
し
な
と
を
、
い
か
に
も
こ
ま
か
に

ほ
り
て
、
そ
の
上
に
屋
躰
・
人
形
・
花
鳥
は
か
り
色
々
な
と
を
云
也
。

堆
紅　

色
あ
か
し
。
地
に
き
う
る
し
。
ほ
り
め
に
黒
か
さ
ね
一
又
は
二
も
あ
り
。

手
ふ
か
く
、
花
鳥
を
ほ
り
た
る
を
云
也
。
花
斗
な
る
も
あ
り
。

剔
紅
も
堆
紅
も
、
現
在
で
は
堆
朱
と
呼
び
慣
わ
す
作
品
を
指
す
が
、
当
時
は
そ
れ
ぞ

れ
区
別
さ
れ
て
い
た
の
で
改
め
て
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
剔
紅
の
特
徴
は
、
表

面
が
赤
色
を
呈
し
て
い
る
こ
と
、
地
に
水
・
輪
違
・
菱
文
な
ど
を
大
変
細
か
く
彫
る
こ

と
、
そ
の
上
に
建
物
・
人
物
・
花
鳥
な
ど
を
彫
る
こ
と
で
あ
る
。
堆
紅
の
特
徴
は
、
表

面
が
赤
色
を
呈
し
て
い
る
こ
と
、
最
下
層
に
黄
漆
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
彫
り
目
に
黒
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「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

一
四

漆
を
一
筋
も
し
く
は
二
筋
挟
ん
で
い
る
こ
と
、
彫
り
が
深
く
花
鳥
を
彫
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
た
だ
し
、
意
匠
に
関
し
て
は
花
だ
け
を
彫
る
場
合
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

『
髹
飾
録
』
の
記
述
と
比
較
す
る
と
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
堆
紅
は
『
髹
飾
録
』
に

お
け
る
剔
紅
の
特
徴
に
近
い
。
一
方
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
剔
紅
に
記
さ
れ
る

「
い
か
に
も
こ
ま
か
に
ほ
り
て
」
は
、『
髹
飾
録
』
に
見
え
る
「
繊
細
精
緻
」
と
書
か
れ

る
部
分
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。『
髹
飾
録
』
の
剔
紅
の
技
法
が
『
君
台
観
左
右
帳

記
』
で
は
地
の
文
様
と
細
か
さ
に
着
目
す
る
剔
紅
と
、
彫
り
の
深
さ
と
彫
り
目
に
着
目

す
る
堆
紅
に
区
分
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
歴
博
本
で
は
、
張
成
に
つ
い
て
の
記
述
で
「
上
々
の
堆
紅
の
物
、
此
作
な

り
」
と
あ
る
の
で
、
堆
紅
の
名
手
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
同
じ

史
料
的
性
格
を
持
つ
文
献
で
も
書
き
継
が
れ
て
い
く
過
程
で
異
な
る
情
報
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
の
流
布
本
の
う
ち
、
例
え
ば
徳
川

宗
敬
氏
寄
贈
の
「
君
台
観
左
右
帳
記
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）や
「
小
河
御
所
并
東
山
殿

御
餝
記
」（
徳
川
美
術
館
蔵
）に
は
、
張
成
の
名
前
は
見
出
せ
ず
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』

の
全
て
の
流
布
本
で
必
ず
し
も
張
成
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

『
君
台
観
左
右
帳
記
』
と
同
様
の
彫
漆
作
品
の
分
類
を
示
す
も
の
と
し
て
、『
烏
鼠

集
』
や
「
文
阿
弥
花
伝
書
残
巻
」（
九
州
国
立
博
物
館
蔵
）が
あ
る
。『
烏
鼠
集
』
で
は
二
か

所
で
張
成
の
名
前
が
登
場
す
る
。

（「
烏
鼠
集　

二
」）

盆
、
方
盆
・
円
盆
・
曲
物
・
二
ッ
入
之
盆
・
剜
物
盆
・
堆
朱
・
堆
烏
・
珪
璋
・
金

糸
・
二
重
剜
・
剔
紅
・
松
皮
・
犀
皮
・
存
星
褐
色
也
。
或
ハ
為
作
者
之
名
ト
。
稚
金
或
作

ル
沈
金
。
紋
者
茘
枝
・
唐
草
・
紅
花
緑
葉
・
牡
丹
・
芙
蓉
・
花
鳥
・
屋
体
・
人
形
・

松
雲
・
岩
ニ
水
・
山
樹
等
限
無
。
裏
者
折
入
菱
・
洲
浜
・
累
ゝ
或
作
屈
輪
々
々
ニ
也
。

作
者
、
楊
茂
・
張
成
・
周
明
・
盧
補
是
皆
於
此
昔
能
阿
弥
所
記
也
。
盆
ノ
内
。

（「
烏
鼠
集　

四
」）

彫
物
の
類
は
玄
宗
皇
帝
の
代
よ
り
始
る
工
ミ
と
そ
き
く

剔
紅
や
堆
朱
堆
紅
二
重
剜
松
皮
犀
皮
や
堆
烏
堆
漆

珪
璋
や
又
地
紅
存
星
や
金
糸
九
蓮
稚
金
黒
蓮

彫
紋
は
紅
花
緑
葉
松
に
雲
巌
に
水
や
山
や
殖
樹
よ

梅
柘
植
茘
枝
梔
子
菊
の
花
芙
蓉
唐
草
杜

（
牡
）丹

芍
薬

花
鳥
や
屋
躰
人
形
色
々
に
有
彫
物
は
上
の
手
と
き
く

裏
に
彫
ル
物
ハ
大
概
累
〳
〵
や
折
リ
入
レ
菱
や
洲
浜
輪
違

八
人
と
聞
し
造
者
の
中
に
も
や
用
ひ
ら
る
ゝ
ハ
楊
茂
張
成

ま
た
「
文
阿
弥
花
伝
書
残
巻
」
で
は
、
剔
紅
・
地
紅
・
堆
朱
・
堆
紅
・
珪
璋
の
技
法

や
特
徴
を
紹
介
し
た
上
で
、
別
途
項
目
を
立
て
「
一
、
楊
茂
張
成
二
人
乃
作
尤
大
切

也
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
後
に
尊
世（
存
星
）の
技
法
・
特
徴
が
紹
介
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も

彫
漆
作
品
の
う
ち
、
ど
の
技
法
を
用
い
た
巧
者
で
あ
る
か
は
示
さ
れ
な
い
が
、
二
人
が

特
別
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
、
ま
た
張
成
・
楊
茂
以
外
の
彫
漆
作
品
の

巧
者
の
存
在
も
確
認
で
き
る
。

ま
た
寛
文
八
年（
一
六
六
八
）に
書
写
さ
れ
、
茶
道
具
の
形
態
上
の
見
所
や
そ
れ
ら
の

飾
り
方
・
拝
見
の
仕
方
な
ど
を
百
十
六
条
に
ま
と
め
た
『
唐
物
上
古
物
置
様
の
事
』
で

は
張
成
が
堆
紅
の
名
手
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
彫
漆
作
品
に
関
す
る
条
目
を
引
用

す
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

一　

ほ
り
物
に　

つ
い
香
ハ
ほ
り
目
か
さ
ね
お
ほ
く
し
て
ふ
か
し　

つ
い
し
ゆ
ハ

か
さ
ね
一
有
り

（
る
ヵ
）習

也　

又
ぬ
り
物
の
色
は
人
の
身
を
き
り
た
る
時
の
血
の

こ
と
く
な
る
か
上　

ま
た
へ
に
の
色
な
る
も
よ
し　

朱
の
色
な
る
ハ
あ
し
ゝ

一　

ち
つ
か
う
の
手
と
申
事
ハ　

水
な
ミ
に
て
も
し
つ
め
て
あ
ひ
〳
〵
ニ
ほ
り
た

（
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「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

一
五

る
を
ち
つ
か
う
と
申　

ち
つ
の
字
し
つ
む
と
云
よ
み
有

（
中
略
）

一　

張
成
つ
い紅

乎
也
乎

香
と　

楊
茂
堆
朱
也　

其
外
口
伝

（
中
略
）

一　

ほ
り
物
に
つ
い
香紅

乎
ハ
上　

つ
い
し
ゆ
ハ
次　

つ
い
香紅

乎
に
て
つ
い
朱
ハ
よ
し　

つ
い
朱
に
て
の
つ
い
香
ハ
わ
ろ
し　

了
雲
の
盆
な
と
つ
い
紅
に
て
候　

悦
伝

書
写

右
の
史
料
は
彫
漆
作
品
に
つ
い
て
系
統
的
に
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
記
述
が

整
理
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
が
、
張
成
が
堆
紅
、
楊
茂
が
堆
朱
を
製
作
し
て
い

た
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
の
堆
紅
は
、
意
匠
は
不
明
だ

が
、
表
面
が
赤
色
で
彫
り
が
深
い
品
を
指
す
。
注
目
し
た
い
点
は
張
成
と
楊
茂
で
は
評

価
さ
れ
る
品
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
同
様
に
『
古
今
和
漢
万
宝
全
書
』
八　

和
漢
諸

道
具
見
知
抄
で
も
張
成
と
楊
茂
は
区
別
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

同
（
唐
物
）堆

朱
彫
物
之
事

一
、
堆
紅　
朱
彫
物
張
成
が
作
之
、
色
赤
く
う
づ
た
か
き
物
也
、
花
鳥
ぐ
り
〳
〵

な
ど
有
、
ほ
り
ふ
か
し
、
彫
目
に
黒
き
筋
一
ツ
有
、

一
、
剔
紅　
朱
彫
物
又
別
紅
共
、
色
赤
し
、
地
に
水
波
菱
輪
違
な
ど
ほ
り
て
、
上

屋
躰
人
形
花
鳥
な
ど
ほ
る
を
云
な
り
、
又
云
香
合
印
籠
食
籠
盆
な
ど
の
面
計

に
屋
躰
人
形
花
鳥
を
ほ
り
て
惣
を
花
計
に
ほ
り
た
る
有
盆
ハ
い
づ
れ
も
外
を

ぐ
り
〳
〵
に
ほ
る
也
、

一
、
堆
朱　
朱
彫
物
楊
茂
造
る
也
、
色
赤
し
、
ほ
り
め
う
す
し
重
に
筋
な
し
、
ミ

な
あ
か
し
、

広
義
の
堆
朱
の
枠
組
の
中
に
、
堆
紅
・
剔
紅
・
狭
義
の
堆
朱
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
、
こ
こ
で
の
張
成
の
堆
朱
彫
物
と
は
、
表
面
が
赤
色
を
呈
し
、
漆
の
積
層
が
厚
く
、

さ
ら
に
彫
り
が
深
く
て
朱
漆
層
の
中
に
黒
い
筋
を
一
本
持
つ
堆
紅
を
指
す
。
同
書
で

は
、
他
に
「
唐
物
堆
朱
作
者
之
名
」
を
列
記
し
て
紹
介
し
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
そ
こ

で
は
「
張
成　

唐
作
者　

同
（
唐
物
）上

手
也
、
手
ふ
か
く
彫
」、「
楊
茂　

唐
作
者　

手
あ
さ
く

ほ
る
也
、
上
手
な
れ
共
張
成
よ
り
少
を
と
れ
り
」
と
書
か
れ
る
。
中
国
の
文
献
で
は
、

張
成
・
楊
茂
は
一
貫
し
て
並
び
記
さ
れ
て
い
た
上
、
同
等
に
評
価
さ
れ
て
お
り
、
二
人

と
も
が
最
上
級
の
彫
漆
作
品
の
製
作
者
で
あ
り
、
製
作
す
る
作
品
の
違
い
や
優
劣
は
確

認
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
う
し
た
差
違
は
日
本
独
自
の
張
成
・
楊
茂
の
認
識

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『
山
上
宗
二
記
』
で
も
、
香
合
の
記
述
の
中
に
、
張
成
と
楊
茂
と
を
区
別
し
て
記
し

て
い
る
。『
山
上
宗
二
記
』
は
天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
日
本
に
お
い
て
少
な
く
と
も
十
六
世
紀
後
半
の
段
階
で
は
、
二
人
は
区
別

さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

一
、
香
箱
之
事　

ひ
し
の
盆
・
香
合
と
て
名
物
在
。
惣
見
院
殿
御
時
火
ニ
入
失
候

名
物
也
。
此
外
竪
布
袋
、
居
布
袋
ト
テ
昔
東
山
殿
御
代
ニ
在
リ
。
其
後
方
々

ニ
テ
失
候
、
残
処
々
ニ
可
有
候
。
其
内
竪
布
袋
、
堺
天
王
寺
屋
宗
及
ニ
不
破

之
香
炉
ニ
置
合
テ
在
之
。
何
モ
ツ
イ
朱
ノ
手
ナ
リ
。
ひ
し
の
盆
ハ
堆
紅
、
此

内
竪
布
袋
カ
上
作
ト
云
イ
名
物
也
。
布
袋
香
箱
ハ
作
張
盛
、
ひ
し
の
香
箱
も

張
盛
、
ひ
し
の
盆
ハ
よ
う
も
作
。
竪
布
袋
上
十
、
居
布
袋
下
十
。

布
袋
香
合
の
作
者
が
張
成
で
、
こ
れ
ら
は
堆
朱
の
技
法
で
作
ら
れ
た
品
で
あ
る
と
い

う
。
ま
た
内
赤
盆
も
同
様
に
堆
朱
の
技
法
で
作
ら
れ
て
お
り
、
張
成
の
作
で
あ
る
と
さ

れ
る
。一

、
内
赤
之
盆　

是
唐
物
也
。
外
花
ヲ
五
色
彫
ニ
ホ
ル
。
梅
・
梔
子
・
菊
・
牡

丹
・
芍
薬
、
此
分
ホ
ル
也
、
堆
朱
ノ
手
裏
黒
。
朱
漆
ニ
テ
円

（
潁
）川

東
房
ト
云
書

付
有
リ
。
在
作
張
盛
也
。
代
百
貫
、
十
枚
ア
リ
。
又
少
シ
小
形
ナ
ル
カ
十
枚

（
34
）

（
35
）

（
36
）



「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

一
六

在
。
是
ハ
悪
シ
。
代
目
聞
次
第
。

張
成
の
活
動
時
期
へ
の
言
及
は
な
い
が
、
室
町
幕
府
八
代
将
軍
足
利
義
政
の
時
代
に

は
布
袋
香
合
な
ど
が
存
在
し
て
い
た
た
め
、
少
な
く
と
も
室
町
時
代
・
明
時
代
以
前
に

は
張
成
が
活
動
し
て
お
り
、
日
本
で
も
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、『
唐

物
上
古
物
置
様
の
事
』
や
『
古
今
和
漢
万
宝
全
書
』
八　

和
漢
諸
道
具
見
知
抄
の
記
述

と
は
製
作
す
る
作
品
の
技
法
が
張
成
と
楊
茂
で
反
対
に
な
っ
て
い
る
点
も
気
に
か
か
る

が
、
こ
こ
で
は
張
成
が
「
張
盛
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。「
成
」「
盛
」

は
同
一
字
音
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
微
妙
な
書
き
違
い
か
ら
㉑
の
よ
う
な
「
朝
盛
」
銘
が
生
み
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

「
ち
ょ
う
せ
い
」
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
最
上
級
品
の
証
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
の
一

端
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
張
成
が
堆
朱
の
製
作
者
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
史
料
と
し
て
『
茶
家
醉
古
襍
』

も
あ
る
。

唐
物
漆
器

張
成　

堆
朱
上
々
作
、
時
代
千
年
余
ト
云
、

楊
茂　

右
同
、

周
明　

右
同
、
合
テ
三
作
ト
云
、
張
成
楊
茂
ニ
ハ
作
劣
ル
、

玉
圓　

上
々
作
、
右
ニ
同
シ
、
張
成
楊
茂
ニ
ヨ
ク
似
タ
リ
、

王
質　

右
同
、

ま
た
元
禄
三
年（
一
六
九
〇
）に
刊
行
さ
れ
た
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
巻
五
で
は
、
江
戸

時
代
の
職
業
を
紹
介
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
「
堆
朱
彫
」
が
登
場
し
、
張
成
も
そ
こ
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

推
（
堆
）朱

彫　

唐
土
に
て
ハ
珍
星
、
張
成
、
其
外
数
多
の
名
人
あ
り
。
日
本
に
て
彫

は
し
め
し
ハ
、
下
京
辺
に
門
入
と
て
其
名
四
方
に
聞
之
た
る
名
人
あ
り
し
、
そ
の

子
孫
仏
光
寺
通
東
洞
院
西
へ
入
と
こ
ろ
に
推

（
堆
）朱

や
二
郎
左
衛
門
と
て
名
人
と
も
あ

り
、
彫
の
手
き
ハ
む
か
し
の
門
入
に
ハ
ま
さ
り
な
ん
と
□
□
人
申
あ
へ
り
、
江
戸

南
大
工
町
に
あ
り
、

堆
朱
彫
が
ど
の
よ
う
な
作
品
を
製
作
し
て
い
た
の
か
、
こ
の
記
述
か
ら
は
定
か
で
は

な
い
が
、
堆
朱
彫
以
外
に
彫
漆
作
品
の
技
法
は
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
剔
紅

彫
・
堆
紅
彫
と
い
う
職
業
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
現
在
堆

朱
と
呼
ぶ
作
品
に
近
い
品
全
般
を
製
作
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
も
問
題

な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
堆
朱
は
少
な
く
と
も
『
君
台
観
左
右

帳
記
』
に
お
け
る
剔
紅
・
堆
紅
・
堆
朱
・
堆
漆
・
金
絲
・
九
連
絲
と
い
っ
た
赤
色
を
呈

す
る
漆
器
全
て
含
ん
だ
も
の
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
古
今
和
漢

万
宝
全
書
』
八　

和
漢
諸
道
具
見
知
抄
で
見
た
通
り
、
一
方
で
堆
朱
に
は
広
義
の
堆
朱

と
狭
義
の
堆
朱
が
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
、
堆
朱
が
何
を
指
し
て
い
る
の
か
は
、
史
料

ご
と
に
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
で
は
、中
国
の
文
献
で
は
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
「
珍
星
」

な
る
人
物
も
突
如
登
場
し
て
い
る
た
め
、
張
成
と
存
星
の
関
係
に
も
言
及
し
て
お
き
た

い
。「
珍
星
」
は
お
そ
ら
く
存
星
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

も
そ
も
存
星
は
人
名
で
は
な
く
技
法
の
名
称
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
日
本
の
文
献
に
お
い

て
張
成
と
存
星
が
共
に
記
載
さ
れ
る
事
例
も
確
認
し
て
お
く
。
例
え
ば
、『
君
台
観
左

右
帳
記
』
東
北
大
学
本
に
は
存
星
を
記
し
た
箇
所
の
続
き
に
も
張
成
の
名
が
見
え
て
い

る
。

存
せ（

星
）い　

色
く
ろ
き
も
あ
り
、
あ
か
き
も
あ
り
、
ち
き
ん
の
こ
と
く
ほ
り
た
る
物

也
。
ま
れ
に
候
。

作
は
張
成
第
一
上
也
。
楊
茂
第
二
、
周
明
同
。

こ
の
記
述
に
つ
い
て
福
島
修
氏
は
「「
作
は
張
成
…
」
と
ま
る
で
存
星
の
作
者
に
つ
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「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

一
七

い
て
述
べ
て
い
る
よ
う
に
文
が
続
く
が
、
存
星
に
だ
け
代
表
的
な
作
者
名
を
記
す
こ
と

は
不
自
然
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
彫
物
」
の
全
体
に
か
か
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
箇
所
は
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ

て
張
成
は
存
星
も
製
作
し
て
い
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
嬉
遊
笑
覧
』
巻
二

下
で
は
、
存
星
の
項
目
で
張
成
の
名
前
が
登
場
し
て
く
る
。

〇
東
牖
子
に
世
に
存
星
の
盆
と
い
ふ
古
器
有
て
珍
蔵
す
、
目
利
す
る
者
存
星
の
若

出
来
或
ハ
後
出
来
な
ど
ヽ
鑑
定
す
、
存
星
ハ
器
物
作
人
の
名
と
覚
え
た
る
や
う

也
、
作
ハ
宋
の
張
成
な
り
、
盆
の
地
面
に
星
顕
れ
た
れ
ハ
存
星
と
称
す
、
張
成
古

今
の
細
工
人
な
り
と
ぞ
南
土
御
門
氏
所
持
三
種
の
内
、
存
星
の
盆
あ
り
、
是
ハ
東

山
殿
御
所
持
な
り
し
を
伝
来
す
、
下
絵
ハ
馬
麟
な
り
、
図
ハ
許
由
な
ち
ろ
い
へ
り
、

存
星
を
ま
た
誤
り
て
珍
星
と
い
ひ
た
り
、
人
倫
訓
蒙
図
彙
堆
朱
彫
の
処
に
唐
土
に

て
ハ
珍
星
、
張
成
其
外
数
多
の
名
人
あ
り
と
い
へ
り
、
是
を
按
る
に
い
づ
れ
も
い

た
く
誤
て
り
と
み
ゆ
、
雍
州
府
志
漆
器
条
に
有
称
藤
重
者
樽
井
氏
而
南
京
之
漆
工

也
、
是
漆
工
羽
田
氏
之
類
也
、
至
今
藤
厳
十
一
代
也
、
第
七
世
人
剃
髪
号
藤
重
、

特
為
巧
手
自
玆
後
不
称
樽
井
、
従
倭
訓
号
藤
重
、
是
専
製
中
次
茶
器
云
々
、
こ
の

漆
工
も
と
南
京
の
者
に
て
樽ソ

ン
セ
イ井

な
る
故
に
こ
れ
が
作
れ
る
器
を（
其
始
ハ
彼
国
の
式

に
て
作
り
け
む
ハ
中
次
茶
器
の
み
に
ハ
あ
ら
ぬ
な
る
へ
し
）や
が
て
音
に
呼
て
樽
井
と

い
へ
る
が
唐
物
の
漆
器
を
も
し
か
称
へ
し
を
、
後
に
戧
金
の
盆
に
星
の
こ
と
き
も

の
有
か
ら
樽ソ

ン
セ
イ井

を
存
星
と
誤
り
し
も
の
と
見
ゆ
、

『
嬉
遊
笑
覧
』
で
は
引
用
す
る
『
東
牖
子
』・『
人
倫
訓
蒙
図
彙
』
の
記
述
を
誤
り
と

す
る
が
、
存
星
に
つ
い
て
そ
の
誤
り
に
触
れ
て
い
る
の
み
で
、
張
成
に
つ
い
て
は
言
及

さ
れ
て
い
な
い
。
根
拠
に
乏
し
い
言
説
で
あ
ろ
う
が
、
当
時
の
彫
漆
作
品
の
製
作
者
の

捉
え
方
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
お
き
た
い
。
数
少
な
い
文

献
を
確
認
し
た
だ
け
で
も
、
張
成
が
剔
紅
・
堆
紅
・
堆
朱
・
存
星
の
作
者
と
し
て
記
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
彫
漆
作
品
の
う
ち
一
体
何
の
作
者
で
あ
っ
た
の
か
定
ま
っ
て
い
な

い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
張
成
の
活
動
時
期
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言

え
る
。（

朱
合
点
）一
、
彫
物
塗
物
ノ
作
人

張
成　

南
京　

大
元
ゟ
元
禄
七
迄
千
六
百
年
程

楊
茂　

同
、
年
号
不
知
、
元
禄
七
迄
五
百
年
余

用
明　

同
、
永
楽
ゟ
元
禄
七
迄
七
百
七
十
年
余

存
生　

同
、
年
号
不
知
、

黄
成　

同
、
年
号
不
知
、
元
禄
七
迄
六
百
年
余

印
袋　

同
、
年
号
不
知
、
元
禄
七
年
迄
百
年
余
、

七
宝
身　

印
袋
弟
子
也
、

右
に
引
用
し
た
『
宗
友
記
』
や
『
秇
苑
日
渉
』
巻
十
二
で
は
、
元
時
代
の
人
物
と
捉

え
ら
れ
て
い
る
が
、『
東
牖
子
』
巻
二
で
は
、
宋
時
代
の
人
物
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
槐
記
』
享
保
十
二
年（
一
七
二
七
）閏
正
月
二
十
三
日
条
で
は
左
の
通
り
、
万
暦

年
間（
一
五
七
三
～
一
六
二
〇
）の
人
物
と
さ
れ
て
お
り
年
代
幅
が
あ
る
。

堆
朱
、
堆
紅
、
堆
漆
、
紅
花
緑
葉
ト
ノ
差
別
ヲ
伺
フ
、

何
レ
モ
時
代
之
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
堆
朱
ハ
己
ガ
彫
ン
ト
思
フ
程
朱
ヲ
塗
リ
上
ゲ

テ
、
其
漆
朱
ヲ
彫
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
堆
紅
ハ
底
ニ
塗
リ
テ
、
其
上
ニ
漆
ヲ
塗
リ

テ
、
夫
ヲ
彫
テ
、
朱
ノ
処
マ
デ
彫
リ
詰
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
又
一
遍
ハ
朱
、
一
遍
ハ

黄
漆
、
一
遍
ハ
黒
漆
ト
、
次
第
シ
テ
塗
リ
テ
、
夫
ヲ
彫
レ
バ
、
色
々
ノ
筋
ガ
出
来

ル
、
是
ヲ
如
何
ナ
ル
故
ニ
カ
、
堆
漆
ノ
手
ト
云
、
其
塗
リ
様
カ
ラ
、
時
代
カ
ラ
、

工
カ
ラ
ノ
事
、
詳
ニ
遵
生
八
牋
ニ
見
ヘ
タ
リ
ト
仰
ラ
ル
、
楊
茂
、
張
成
ヲ
世
間
ニ

作
ノ
香
合
ト
テ
、
千
年
ニ
モ
及
ブ
ヤ
ウ
ニ
云
、
明
ノ
萬
暦
時
代
ノ
者
ニ
テ
、
上
工

ナ
リ
、
張
成
ハ
細
カ
ナ
ル
工
ヲ
尊
ミ
、
楊
茂
ハ
ク
ハ
ラ
リ
ト
シ
タ
ル
ヲ
尊
ブ
、

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）



「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

一
八

各
史
料
が
何
を
根
拠
に
活
動
年
代
を
記
載
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
か
、
例

え
ば
『
槐
記
』
の
場
合
に
は
、『
遵
生
八
牋
』
が
万
暦
十
九
年（
一
五
九
一
）の
自
序
を
持

つ
こ
と
か
ら
誤
認
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
を
小
括
す
る
と
、
中
国
の
文
献
で
は
一
貫
し
て
、
張
成
は
元
時
代
に
活
動
し
た

人
物
で
あ
り
、
剔
紅
の
名
手
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
の
剔
紅
と
は
『
髹
飾

録
』
に
記
さ
れ
る
、
赤
色
を
呈
し
、
朱
漆
層
の
中
に
黒
漆
層
が
入
っ
た
作
品
で
、
彫
り

は
す
っ
き
り
と
し
て
お
り
、
角
は
丸
く
、
繊
細
で
精
緻
な
作
品
を
指
す
。
し
か
し
日
本

の
文
献
で
は
、
張
成
が
製
作
し
た
品
が
最
上
級
品
で
あ
る
と
い
う
見
解
は
揺
ら
が
な
い

も
の
の
、
彫
漆
作
品
の
う
ち
ど
の
よ
う
な
作
品
を
製
作
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
い
つ
活

動
し
た
の
か
、
に
つ
い
て
の
一
貫
し
た
評
価
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
製
作
し
た
作
品
に

つ
い
て
は
、
剔
紅
・
堆
紅
・
堆
朱
・
存
星
と
多
様
で
あ
り
、
ま
た
活
動
し
た
時
代
に
つ

い
て
も
宋
時
代
か
ら
明
時
代
ま
で
幅
広
く
、
定
説
を
見
な
い
。
さ
ら
に
、
日
本
に
お
い

て
は
彫
り
の
深
さ
や
意
匠
に
よ
る
彫
漆
作
品
の
分
類
か
ら
、
張
成
と
楊
茂
が
同
等
で
は

な
く
、
そ
の
二
人
の
実
力
に
差
が
あ
る
と
ま
で
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
か
つ
て
は
分

類
が
細
分
化
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
堆
朱
と
い
う
一
括
の
用
語
で
か
つ
日
本
独
自

の
概
念
で
呼
び
慣
わ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
彫
漆
作
品
は
江
戸
時
代
、
特
に
茶
の
湯
の

世
界
に
お
い
て
そ
れ
が
張
成
の
真
作
で
あ
る
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
中
国
の
名
工

「
ち
ょ
う
せ
い
」
の
作
品
で
あ
る
こ
と（「
ち
ょ
う
せ
い
」
の
作
と
伝
わ
る
こ
と
）の
方
が
当

時
の
人
々
に
と
っ
て
大
切
な
指
標
の
一
つ
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
見
て
取
れ
る
。
日
本
で

こ
の
よ
う
な
混
乱
が
起
こ
っ
た
背
景
と
し
て
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け

て
、
様
々
な
文
献
へ
書
き
継
が
れ
て
い
く
過
程
で
、
徐
々
に
誤
植
が
生
ま
れ
た
り
正
確

に
伝
え
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
り
し
て
、
曖
昧
さ
な
ど
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
ま
た
日
本
に
彫
漆
作
品
お
よ
び
そ
の
技
法
が
伝
来
し
た
時
に
、
中
国
と
は
異

な
る
、
日
本
独
自
の
捉
え
方
を
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
彫
漆
作
品
を
日
本
独
自
の
作
品

分
類
で
区
分
し
た
こ
と
に
よ
り
、
張
成
・
楊
茂
の
作
品
の
特
徴
は
か
え
っ
て
不
明
確
に

な
り
、
彼
ら
が
活
動
し
た
時
代
に
つ
い
て
も
様
々
な
認
識
が
生
ま
れ
る
結
果
と
な
っ
た

と
考
え
た
い
。

（
続
く
）

註（
1
）　

科
学
分
析
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
図
録
と
し
て
は
九
州
国
立
博
物
館
『
ト
ピ
ッ
ク

展
示　

彫
漆　

漆
に
刻
む
文
様
の
美
』（
九
州
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）や
上
海
博
物
館

編
『
千
文
万
華　

中
国
歴
代
漆
器
芸
術
』（
上
海
書
画
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）、
上
海
博
物

館
編
・
包
燕
麗
著
『
上
海
博
物
館
蔵　

雕
漆
』（
上
海
書
画
出
版
社
、
二
〇
二
二
年
）が
あ

る
。
そ
の
他
、
岡
田
文
男
「
根
津
美
術
館
所
蔵
「
楼
閣
人
物
螺
鈿
手
箱
」
考
―
箱
の
構
造
と

下
地
の
材
質
」（『
根
津
美
術
館
紀
要　

此
君
』
一
三
、
根
津
美
術
館
、
二
〇
二
二
年
）、
川
畑

憲
子
「
調
査
報
告　

根
津
美
術
館
所
蔵
螺
鈿
作
品
の
木
地
構
造
」（『
根
津
美
術
館
紀
要　

此

君
』
一
三
、
根
津
美
術
館
、
二
〇
二
二
年
）な
ど
の
論
文
も
あ
る
。

（
2
）　

徳
川
美
術
館
・
根
津
美
術
館
編
『
彫
漆
』（
徳
川
美
術
館
・
根
津
美
術
館
、
一
九
八
四
年
）。

（
3
）　

荒
川
浩
和
「
彫
漆
」（
前
掲
註（
2
）所
収
）一
七
九
～
一
八
〇
頁
。

（
4
）　

曹
昭
が
著
し
た
古
器
物
の
鑑
賞
に
つ
い
て
の
書
物
で
あ
る
。
洪
武
二
十
年（
一
三
八
七
）に

成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
天
順
三
年（
一
四
五
九
）に
は
王
佐
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
、『
新
増
格

古
要
論
』
と
題
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
。

（
5
）　

明
時
代
に
張
応
文
が
著
し
た
古
器
物
の
鑑
賞
書
で
あ
る
。

（
6
）　

前
掲
註（
2
）。

（
7
）　

漆
工
史
学
会
編
『
漆
工
辞
典
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。

（
8
）　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
サ
ー
チ（https://w

w
w

.m
etm

useum
.org/

art/collection/search/40211

）令
和
六
年（
二
〇
二
四
）十
二
月
三
十
日
閲
覧
。

（
9
）　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
サ
ー
チ（https://w

w
w

.m
etm

useum
.org/

art/collection/search/843759

）令
和
六
年（
二
〇
二
四
）十
二
月
三
十
日
閲
覧
。

（
10
）　

上
海
博
物
館
編
・
包
燕
麗
著
『
上
海
博
物
館
蔵　

雕
漆
』（
上
海
書
画
出
版
社
、
二
〇
二
二

年
）六
八
～
六
九
頁
。



「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

一
九

（
21
）　

張
徳
剛
、
西
塘
人
、
父
成
与
同
里
楊
茂
俱
善
髹
漆
剔
紅
器
。
永
楽
中
、
日
本
、
琉
球
購
得

之
、
以
献
于
朝
。
成
祖
聞
而
召
之
。
時
二
人
已
没
、
德
剛
能
継
其
父
、
随
召
至
京
、
面
試
称

旨
、
即
授
営
繕
所
副
、
賜
宅
、
復
其
家
、
時
有
包
亮
亦
与
德
剛
争
巧
、
宣
德
時
、
亦
召
為
営

繕
所
副
。

（
22
）　

光
緒
四
年（
一
八
七
八
）に
刊
行
さ
れ
た
『
嘉
興
府
志
』
巻
三
三（
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
）

の
物
産
の
項
で
は
『
格
古
要
論
』
を
引
用
し
て
張
成
を
紹
介
す
る
。

剔
犀
器
皿
元
嘉
興
西
塘
楊
匯
作
者
雖
重
数
多
剔
得
深
峻
、
剔
紅
器
皿
元
時
西
塘
張
成
楊

茂
最
得
名
、
戧
金
器
皿
元
時
西
塘
有
彭
君
宝
者
甚
得
名
戧
山
水
人
物
亭
観
花
木
鳥
獣
種

種
精
妙
格
古
要
論
、

さ
ら
に
道
光
二
十
年（
一
八
四
〇
）に
刊
行
さ
れ
た
『
嘉
興
府
志
』
で
は
左
の
通
り
記
載
さ
れ

る
。

張
成
楊
茂
嘉
興
府
西
炉
楊
匪
人
、
别
紅
最
得
名
、
其
枪
全
枪
鋤
之
法
、
凡
器
用
什
物
先

用
虑
漆
為
地
以
錦
刻
昼
或
山
水
樹
石
花
竹
謂
毛
亭
台
屋
字
人
物
故
事
、
一
二
窘
藻
后
用

斩
跃
霆
韩
、
右
枪
金
則
調
雄
黄
、
枪
銀
則
調
鉛
粉
、
日
洒
后
再
挑
挑
散
所
刻
縫
篱
、
以

金
薄
或
銀
薄
、
依
銀
匠
所
用
紙
糊
笼
簟
置
金
銀
薄
在
内
蓬
旋
网
切
取
铺
已
、
施
漆
上
新

县
指
拭
牢
宝
、
但
著
議
者
自
然
听
住
其
餘
金
銀
、
都
在
县
上
于
庆
斗
中
欢
、

（
23
）　

意
訳
に
際
し
て
は
、
荒
井
健
ほ
か
訳
註
『
長
物
志
二
―
明
代
文
人
の
生
活
と
意
見　

東
洋

文
庫
六
六
五
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
〇
年
）三
一
九
～
三
二
二
頁
も
参
照
し
た
。

（
24
）　

前
掲
註（
7
）。

（
25
）　
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
は
唐
物
の
鑑
定
お
よ
び
座
敷
飾
り
の
指
南
書
で
あ
る
。
永
正
八
年

（
一
五
一
一
）の
奥
書
を
持
ち
、
永
禄
二
年（
一
五
五
九
）に
成
立
し
た
写
本
が
東
北
大
学
附
属

図
書
館
の
狩
野
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
便
宜
上
、
こ
れ
を
「
東
北
大
学
本
」

と
称
し
、
参
照
す
る
こ
と
と
す
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
千
宗
室
『
茶
道
古
典
全
集　

第
二

巻
』（
淡
交
新
社
、
一
九
五
八
年
）も
参
照
し
た
。

（
26
）　
『
髹
飾
録
』
に
も
堆
紅
が
記
さ
れ
る
が
、
灰
漆
で
盛
り
上
げ
た
上
に
朱
漆
を
塗
る
技
法
で

あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
君
台
観
左
右
帳
記
』
で
は
『
髹
飾
録
』
に
お
け
る
堆
紅
の
技
法

は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
27
）　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
永
禄
三
年（
一
五
六
〇
）に
書
写
し
た
旨
の

奥
書
を
持
つ
『
君
台
観
左
右
帳
記
』
を
便
宜
上
、
本
稿
で
は
「
歴
博
本
」
と
称
す
る
。
た
だ

（
11
）　

前
掲
註（
10
）一
一
〇
～
一
一
三
頁
。

（
12
）　

ア
シ
ュ
モ
レ
ア
ン
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
サ
ー
チ（https://w

w
w

.ashm
olean.org/

collections-online#/item
/ash-object-691897

）令
和
六
年（
二
〇
二
四
）十
一
月
十
一
日

閲
覧
。

（
13
）　

前
掲
註（
7
）。

（
14
）　
「
蓮
花
堆
黒
長
方
盤
」
宋
時
代
・
十
三
世
紀
、
九
州
国
立
博
物
館
蔵
。『
ト
ピ
ッ
ク
展
示　

彫
漆　

漆
に
刻
む
文
様
の
美
』（
九
州
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
）二
七
頁
の
作
品
解
説
に

お
い
て
、「
元
時
代
の
彫
漆
作
家
、
張
成
の
銘
「
張
成
造
」
も
入
る
が
、
そ
ち
ら
は
偽
銘
で

あ
ろ
う
」
と
す
る
。

（
15
）　
「
元
代
張
成
与
楊
茂
的
剔
紅
雕
漆
器
―
記
故
宮
博
物
院
重
要
蔵
品
之
一
―
」（
文
物
参
考
資

料
編
輯
委
員
会
編
『
文
物
参
考
資
料
』
七
四
、
中
国
古
典
芸
術
出
版
社
、
一
九
五
六
年
）や
李

経
澤
・
胡
世
昌 “Chinese Lacquer: T

hree Im
portant Pieces in the Royal M

useum
 

of Scotland”

（『
畳
彩　

抱
一
齋
蔵
中
国
漆
器
』
香
港
中
文
大
学
中
国
文
化
研
究
所
文
物
館
、

二
〇
一
〇
年
。
初
出
は
一
九
九
六
年
）な
ど
。

（
16
）　

前
掲
註（
4
）。

（
17
）　

素
地
の
収
縮
や
経
年
劣
化
で
、
漆
塗
膜
に
亀
裂
や
断
文
が
入
り
、
そ
こ
か
ら
漆
塗
膜
が
剝

れ
か
か
っ
て
い
る
よ
う
な
状
態
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

（
18
）　

隆
慶
年
間（
一
五
六
七
～
七
二
）に
活
躍
し
た
漆
工
家
・
黄
成
が
著
し
、
天
啓
五
年（
一
六

二
五
）に
楊
明
が
序
文
と
註
を
付
し
た
『
髹
飾
録
』
は
中
国
の
漆
工
技
法
を
伝
え
る
唯
一
の

専
門
書
で
あ
る
。
現
在
、写
本
の
み
が
残
る
。
東
京
国
立
博
物
館
に
二
件
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

木
村
孔
恭（
一
七
三
六
～
一
八
〇
二
。
蒹
葭
堂
と
号
す
る
）の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
「
蒹
葭
堂
本
」
と
、
昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
）、
徳
川
宗
敬
氏
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
、
い

わ
ゆ
る
「
徳
川
本
」
で
あ
る
。
中
国
で
は
主
に
蒹
葭
堂
本
を
底
本
と
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ

て
き
た
が
、
近
年
、
山
田
眞
一
氏
が
「
研
究
ノ
ー
ト
『
髹
飾
録
』
校
勘
記
」（『
富
山
大
学
芸

術
文
化
学
部
紀
要
』
一
四
、
国
立
大
学
法
人
富
山
大
学
芸
術
文
化
学
部
、
二
〇
二
〇
年
）に

お
い
て
徳
川
本
の
方
が
原
本
に
近
い
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
本
稿
で
は
徳
川
本
を
参
照
す

る
こ
と
と
す
る
。

（
19
）　

前
掲
註（
5
）。

（
20
）　

本
書
に
は
万
暦
十
九
年（
一
五
九
一
）の
自
序
が
あ
る
。



「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

二
〇

し
後
世
の
写
本
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
谷
晃
「『
君
台
観
左
右

帳
記
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」（
野
村
美
術
館
学
芸
部
編
『
野
村
美
術
館
研
究
紀
要
』
三
、

野
村
文
華
財
団
、
一
九
九
四
年
）を
参
照
し
た
。
な
お
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
東
北
大
学
本

と
は
異
な
り
、
堆
紅
の
意
匠
と
し
て
屈
輪
文
も
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
28
）　
『
烏
鼠
集
』
は
初
期
茶
書
を
代
表
す
る
集
成
書
で
、
複
数
の
茶
書
を
集
成
し
、
四
巻
に
し

て
い
る
。
こ
の
史
料
の
原
本
は
寛
永
年
間（
一
六
二
四
～
四
四
）頃
の
写
本
と
さ
れ
る
。

（
29
）　
「
文
阿
弥
花
伝
書
残
巻
」
は
、
大
永
二
年（
一
五
二
二
）、
室
町
幕
府
の
同
朋
衆
・
文
阿
弥

が
記
し
、
永
禄
二
年（
一
五
五
九
）に
文
鏡
に
よ
っ
て
書
き
写
さ
れ
た
奥
書
を
持
つ
史
料
で
あ

る
。
床
の
間
や
書
院
を
飾
る
作
法
を
図
解
し
、
道
具
の
材
質
や
形
状
を
詳
し
く
解
説
し
た
室

町
時
代
の
花
伝
書
で
あ
る
。

（
30
）　
「
烏
鼠
集　

二
」（
高
橋
忠
彦
・
神
津
朝
夫
編
『
茶
書
古
典
集
成
一　

初
期
の
和
漢
茶
書
』

淡
交
社
、
二
〇
一
九
年
）。

（
31
）　
「
烏
鼠
集　

四
」（
高
橋
忠
彦
・
神
津
朝
夫
編
『
茶
書
古
典
集
成
一　

初
期
の
和
漢
茶
書
』

淡
交
社
、
二
〇
一
九
年
）。

（
32
）　

基
本
的
に
史
料
の
中
で
作
者
の
名
を
挙
げ
る
際
に
は
、
張
成
・
楊
茂
の
順
で
登
場
す
る
。

し
か
し
『
烏
鼠
集
』・「
文
阿
弥
花
伝
書
残
巻
」
は
楊
茂
・
張
成
の
順
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、

管
見
の
限
り
、
順
序
が
反
転
す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
張
成
の
方
が
楊
茂
よ
り
も
上
手
で

あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
な
ぜ
あ
え
て
楊
茂
を
先
に
記
載
す
る
の
か
に
つ
い
て
は
写
本

の
系
統
の
検
討
や
、
今
後
の
史
料
の
発
掘
に
よ
り
引
き
続
き
考
察
を
重
ね
た
い
。

（
33
）　

千
宗
室
監
修
・
筒
井
紘
一
編
『
茶
道
学
大
系
第
十
巻　

茶
の
古
典
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
一

年
）。

（
34
）　

元
禄
七
年（
一
六
九
四
）に
初
版
が
刊
行
さ
れ
、
以
後
、
何
度
も
重
版
さ
れ
た
。
日
本
や
中

国
の
印
章
や
墨
跡
・
古
筆
・
茶
道
具
な
ど
の
古
器
物
や
刀
工
の
系
譜
な
ど
を
集
成
し
た
、
全

十
三
巻
の
百
科
事
典
で
あ
る
。

（
35
）　

谷
端
昭
夫
翻
刻
・
校
注
・
解
題
「
山
上
宗
二
記（
岩
屋
寺
本
）」（
谷
端
昭
夫
編
『
茶
書
古
典

集
成
六　

利
休
の
茶
書
』
淡
交
社
、
二
〇
二
二
年
）。
本
史
料
は
山
上
宗
二
が
著
し
た
茶
の

湯
の
伝
書
で
、
天
正
年
間（
一
五
七
三
～
九
二
）頃
の
茶
の
湯
の
様
相
を
記
す
。「
山
上
宗
二

記
」
に
は
複
数
の
写
本
が
存
在
し
、
岩
屋
寺
本
は
天
正
十
六
年（
一
五
八
八
）二
月
二
十
七
日

の
奥
書
を
持
つ
。
な
お
『
茶
書
古
典
集
成
六
』
に
は
桑
山
本
も
翻
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿

に
か
か
わ
る
箇
所
は
同
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、
岩
屋
寺
本
の
翻
刻
の
み
記
し
た
。

（
36
）　

山
田
哲
也
翻
刻
・
校
注
・
解
題
「
宗
及
他
会
記
・
宗
凡
他
会
記
」（
山
田
哲
也
編
『
茶
書
古

典
集
成
三　

宗
及
茶
湯
日
記
［
天
王
寺
屋
会
記
］
他
会
記
』
淡
交
社
、
二
〇
二
二
年
）に
附

属
す
る
「
江
月
覚
書
」
元
和
元
年（
一
六
一
五
）十
月
二
十
日
条
に
も
「
張
成
造
」
銘
が
刻
ま

れ
た
内
赤
盆
に
つ
い
て
の
特
徴
を
記
載
し
た
箇
所
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
紹
介
に
留
め
、
詳
細

は
次
輯
以
降
で
述
べ
る
。

（
37
）　

荒
川
浩
和
・
香
川
志
乃
「〔
文
献
紹
介
〕『
茶
家
醉
古
襍
』（
一
）」（『
漆
工
史
』
一
〇
、
漆
工

史
学
会
、
一
九
八
七
年
）。
本
史
料
は
弘
化
三
年（
一
八
四
六
）の
奥
付
を
持
つ
。
ま
た
本
史

料
で
は
「
堆
朱
堆
黒
十
作
」
と
し
て
張
成
が
取
り
上
げ
ら
れ
、「
大
元
年
中
作　

上
々
作
」

と
も
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
荒
川
浩
和
・
水
上
康
子
「〔
文
献
紹
介
〕『
茶
家
醉
古
襍
』（
二
）」

（『
漆
工
史
』
一
一
、
漆
工
史
学
会
、
一
九
八
八
年
）で
引
き
続
き
『
茶
家
醉
古
襍
』
が
翻
刻

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
も
あ
り
、
張
成
ら
が
堆
朱
青
貝
の
作
者
で
あ
る

こ
と
、
張
成
以
外
に
も
名
手
が
お
り
、
張
成
を
含
み
「
堆
朱
十
作
」
と
呼
ば
れ
る
十
人
の
巧

者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

香
合
品
目

香
合
ハ
茶
具
の
中
に
て
軽
き
物
と
し
て
利
休
百
会
に
て
香
合
の
書
付
と
て
ハ
な
く
か
る

が
故
に
名
物
も
ま
た
少
し　

其
中
に
名
物
と
い
ふ
は
堆
朱
青
具
に
つ
き
る
張
成　

楊
茂

　

周
明
こ
の
三
作
を
い
ふ　

此
三
作
乃
外
に
張
源　

銭
弥　

呂
甫　

金
甫　

玉
円　

王

賢　

印
堆
の
七
人
は
元
と
明
と
の
間
の
人
に
て
都
合
十
人
を
堆
朱
の
十
作
と
い
ふ
、

（
38
）　
『
古
今
和
漢
万
宝
全
書
』
八　

和
漢
諸
道
具
見
知
抄
で
広
義
の
堆
朱
と
狭
義
の
堆
朱
が
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
東
福
寺
・
東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博
物
館
・

読
売
新
聞
社
編
『
特
別
展　

東
福
寺
』（
読
売
新
聞
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
、
二
〇
二
三
年
）で
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
屈
輪
堆
黒
天
目
台
」（
正
伝
永
源
院
蔵
）に
付
さ
れ

た
永
島
明
子
氏
の
作
品
解
説
に
は
、
外
箱
蓋
表
に
「
堆
朱
天
目
䑓
＜
楊
茂
／
曲
輪　

弐
箇

（
以
下
略
）」
と
あ
り
、「
正
伝
永
源
院
に
は
堆
朱
で
屈
輪
の
天
目
台
は
伝
わ
ら
ず
」、「
二
基

の
堆
黒
の
屈
輪
天
目
台
が
伝
わ
」
っ
て
お
り
、「
江
戸
時
代
に
は
彫
漆
を
堆
朱
と
総
称
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
彫
漆
を
総
称
し
て
堆
朱
と

呼
称
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
堆
朱
彫
も
い
わ
ゆ
る
現
在
の
堆
朱
の
み
な
ら
ず
、
彫
漆
全
般

を
製
作
し
て
い
る
職
人
で
あ
っ
た
可
能
性
も
今
後
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ



「
張
成
造
」
銘
を
持
つ
漆
工
品
の
一
考
察（
一
）

二
一

ろ
う
。

（
39
）　

福
島
修
「
存
星
「
稀
な
る
も
の
」
の
系
譜
」（
五
島
美
術
館
学
芸
部
編
『
存
星
―
漆
芸
の
彩

り
』
公
益
財
団
法
人
五
島
美
術
館
、
二
〇
一
四
年
）。

（
40
）　

松
山
米
太
郎
校
註
『
註
解　

茶
道
四
祖
伝
書　

全
』（
秋
豊
園
、
一
九
三
三
年
）に
挿
入
さ

れ
る
口
絵
で
は
存
星
盆
の
説
明
と
し
て
「
小
堀
家
蔵
本
松
屋
名
物
道
具
記
に
ハ
作
者
張
成
、

絵　

馬
麟
、
地
文
ニ
星
有
る
を
以
て
存
星
ト
云
と
有
り
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
後
世
に
追

記
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
何
ら
か
の
史
料
を
参
考
に
張
成
が
存
星
の
作
品
を
製
作
し
て

い
た
か
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
『
茶
道
四
祖
伝
書
』
は
「
利
休
居
士

伝
書
」・「
古
織
公
伝
書
」・「
三
斎
公
伝
書
」・「
甫
公
伝
書
」
の
四
冊
か
ら
な
り
、
松
屋
に
伝

わ
る
伝
承
や
聞
き
書
き
な
ど
を
整
理
し
て
記
述
し
た
書
物
で
あ
る
。

（
41
）　
『
嬉
遊
笑
覧
』
は
随
筆
家
の
喜
多
村
信
節
に
よ
り
、
文
政
十
三
年（
一
八
三
〇
）に
刊
行
さ

れ
た
書
物
で
あ
る
。
様
々
な
文
献
を
引
用
し
な
が
ら
、
江
戸
時
代
後
期
の
風
俗
や
習
慣
を
解

説
・
整
理
し
て
い
る
。

（
42
）　

小
堀
政
方
編
「
宗
友
記
」
三
巻
の
う
ち
巻
三（『
茶
道
叢
書
』
一
〇
五
―
一
〇
七
。
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン https://dl.ndl.go.jp/pid/2561538

。
令
和
七
年
一

月
三
日
閲
覧
）。「
宗
友
記
」
は
遠
州
流
茶
道
七
代
家
元
・
小
堀
政
方（
一
七
四
二
～
一
八
〇

三
）に
よ
る
編
著
で
あ
る
。
序
文
に
明
和
二
年（
一
七
六
五
）の
年
号
が
入
っ
て
お
り
、
こ
の

年
に
成
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
本
書
は
そ
の
写
本
で
三
巻

あ
る
。

（
43
）　

秋
田
・
佐
竹
家
の
藩
儒
で
あ
っ
た
村
瀬
栲
亭（
一
七
四
四
～
一
八
一
九
）に
よ
っ
て
ま
と
め

ら
れ
、
文
化
四
年（
一
八
〇
七
）に
刊
行
さ
れ
た
全
十
二
巻
の
考
証
随
筆
で
あ
る
。

［
附
記
］

　
本
稿
は
、
令
和
五
年（
二
〇
二
三
）度
に
公
益
財
団
法
人
美
術
工
芸
振
興
佐
藤
基
金
の
助
成
を
受

け
て
調
査
し
た
成
果
の
一
部
で
す
。
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
作
品
の
調
査
や
ご
指
導
・
ご
助
言

な
ど
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
方
々
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（

徳
川
美
術
館　

學
藝
員
）



金　

鯱　

叢　

書　
第
五
十
二
輯
　〔
年
一
回
刊
行
〕

─
史
学
美
術
史
論
文
集
─

令
和
七
年
三
月
　

三
十
　

日
　
編
集

令
和
七
年
三
月
　

三
十
　

日
　
印
刷
・
発
行

深

井

雅

海

徳

川

義

崇

編
集
者

発
行
者

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

公
益
財
団
法
人
　

徳
川
黎
明
会

電
話
（
3950
）
〇
一
一
一
番
（
代
）

〒
171
─

0031
　
東
京
都
豊
島
区
目
白
三
ノ
八
ノ
十
一

徳
川
林
政
史
研
究
所

電
話
（
3950
）
〇
一
一
七
番
（
代
）

〒
461
─

0023
　
名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
一
〇
一
七

徳

川

美

術

館

電
話
（
935
）
六
二
六
二
番
（
代
）

印
刷
所

〒
605
─

0089
　
京
都
市
東
山
区
元
町
三
五
五

株
式
会
社
　

思
文
閣
出
版

電
話
（
533
）
六
八
六
〇
番
（
代
）
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